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第 1 章

新機能および変更情報

• 新機能および変更情報, 1 ページ

新機能および変更情報
次の表に、最新リリースでの新機能とこのガイドにおける変更点の概要を示します。

表 1：HX リリース 2.5 の新機能

参照先追加日（Date
Added）

説明機能

GPUを搭載した
HyperFlexノードの設
置, （69ページ）

2017/08/08GPUを搭載した HyperFlexノードを
設置するときには、特定のBIOSポリ
シーの変更が必要になります。

GPUを搭載した
HyperFlexノード
の設置

HyperFlexの Auto
Supportと Smart Call
Home, （86ページ）

2017/07/24HX Connectを介した Smart Call Home
の HTTPSデータ収集の設定。

Auto Support（ASUP）の電子メール
通知の設定。

Auto Supportの設
定

スマートライセンスと

HyperFlex, （73ペー
ジ）

2017/07/24HX Connectを介した HXでのスマー
トライセンスの設定。

スマートライセ

ンスの設定
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第 2 章

概要

この章では、Cisco HyperFlex Systemsのコンポーネントの概要を示します。

• Cisco HyperFlex HXシリーズシステム, 3 ページ

• Cisco HyperFlex HXシリーズシステムコンポーネント, 4 ページ

• Cisco HyperFlex HXシリーズシステムの設定オプション, 6 ページ

• Cisco HyperFlex HXシリーズシステムの管理コンポーネント, 7 ページ

• Cisco HyperFlex Connectユーザインターフェイスとオンラインヘルプ, 9 ページ

Cisco HyperFlex HX シリーズシステム
Cisco HyperFlex HXシリーズシステムは、完全内包型の仮想サーバプラットフォームを通じて、
コンピューティング、ストレージ、ネットワークの 3つのレイヤと強力な Cisco HX Data Platform
ソフトウェアツールを結合し、シングルポイント接続による簡素化された管理を実現します。

Cisco HyperFlex HXシリーズシステムは、単一の UCS管理ドメインに HXノードを追加すること

Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
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によってスケールアウトするように設計されたモジュラシステムです。このハイパーコンバージ

ドシステムでは、ワークロードのニーズに基づいて、リソースの統合プールが提供されます。

図 1：Cisco HyperFlex System の概要

Cisco HyperFlex HX シリーズシステムコンポーネント
• Cisco HXシリーズサーバ：Cisco HyperFlex Systemを設定するには、次のいずれのサーバも
使用できます。

◦ CiscoHyperFlexHX220cM4は、1ラックユニット（1RU）サーバです。これは、最小の
設置面積で優れたレベルの密度とパフォーマンスを実現するために設計されています。

◦ Cisco HyperFlex HX240c M4は、パフォーマンスと拡張性の両方を実現するために設計
された、大容量の 2ラックユニット（2RU）サーバです。

◦ Cisco UCS B200 M4は、すでに使用可能なストレージ容量がある場合に、コンピュー
ティング容量を拡張するために使用される計算能力の高いブレードサーバです。

◦ Cisco UCS C240 M4/C220 M4サーバは、すでに使用可能なストレージ容量がある場合
に、コンピューティング専用容量を拡張するために使用されます。

• Cisco HX Data Platform：HX Data Platformは、次のコンポーネントで構成されています。

◦ Cisco HXData Platformインストーラ：ストレージクラスタに接続されているサーバに
このインストーラをダウンロードします。HX Data Platformインストーラでは、Cisco
UCS Manager内にサービスプロファイルとポリシーが設定され、コントローラ VMの
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導入、ソフトウェアのインストール、ストレージクラスタの作成、および VMware
vCenterプラグインの更新が行われます。

◦ストレージコントローラ VM：HX Data Platformインストーラを使用して、管理対象ス
トレージクラスタの各コンバージドノードでストレージコントローラ VMをインス
トールします。

◦ Cisco HX Data Platformプラグイン：この統合 VMware vSphereインターフェイスは、
ストレージクラスタ内のストレージをモニタおよび管理します。

• Cisco UCSファブリックインターコネクト（FI）

FIは、接続されている Cisco HXシリーズサーバにネットワークの接続性と管理機能の両方
を提供します。

このドキュメントでは、購入して Cisco HyperFlex Systemの一部として導入された FIのこと
を HX FIドメインとも呼んでいます。サポートされる FIは次のとおりです。

◦ UCS-HX-FI48P

◦ UCS-HX-FI96P

• Cisco Nexusスイッチ

Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
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CiscoNexusスイッチによって、高密度で設定可能なポートが提供され、柔軟なアクセスの展
開と移行を実現できます。

図 2：Cisco HyperFlex HX シリーズシステムのコンポーネントの詳細

Cisco HyperFlex HX シリーズシステムの設定オプション
Cisco HyperFlex HXシリーズシステムは、環境内でストレージおよびコンピューティング機能を
拡張するための柔軟でスケーラブルなオプションを提供します。Cisco HyperFlex Systemにさらに
ストレージ機能を追加する場合は、単に Cisco HXシリーズサーバを追加します。

HXクラスタは、HXシリーズサーバのグループです。クラスタ内の各 HXシリーズサーバ
は、HXノードまたはホストと呼ばれます。

（注）
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HXクラスタを形成するには、少なくとも 3台のHXシリーズ統合サーバまたはHXノードが必要
です。1つのクラスタに最大 8台のHXノードを含めることができます。さらに拡張するために、
少なくとも 3台の HXノードを備えた別の HXクラスタを設定できます。

各HXシリーズサーバでは、HXクラスタのタイプがすべて同じである必要があります。または、
コンピューティング専用を拡張するには、ハイブリッドクラスタを使用できます。ハイブリッド

クラスタは、最大 8台のコンピューティング専用ノードと最大 8台のコンバージドノードで構成
できます。ただし、コンピューティング専用ノードの数は、コンバージドノードの数と同じか、

それより少なくすることをお勧めします。

次の図に示すように、3つの方法のいずれかで HXクラスタを構築できます。

図 3：HX クラスタの設定オプション

Cisco HyperFlex HX シリーズシステムの管理コンポーネン
ト

Cisco HyperFlex HXシリーズシステムは、次のシスコソフトウェアコンポーネントを使用して管
理されます。
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Cisco UCS Manager

Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトのペア上に存在する組み込みソフトウェ
アで、Cisco HXシリーズサーバのすべての設定機能と管理機能を備えています。UCSManagerに
アクセスする最も一般的な方法は、Webブラウザを使用して GUIを開くことです。UCS Manager
は、ロールベースアクセスコントロールをサポートしています。

2つの Cisco UCSファブリックインターコネクト（FI）間で設定情報を複製して、高可用性ソ
リューションを実現します。一方のFIが使用不可能になっても、もう一方が代わりを務めます。

UCSManagerの主な利点は、ステートレスコンピューティングの概念です。HXクラスタの各ノー
ドには設定情報が保持されていません。たとえば、MACアドレス、UUID、ファームウェア、BIOS
設定はすべて、サービスプロファイルのUCSManagerで設定され、すべてのHXシリーズサーバ
に均一に適用されます。これにより、一貫性のある設定が得られ、再利用しやすくなります。新

しいサービスプロファイルは数分のうちに適用できます。

Cisco HX Data Platform

Cisco HX Data Platformは、シスコサーバをコンピューティングとストレージリソースの単一プー
ルに変換するハイパーコンバージドソフトウェアアプライアンスです。これにより、ネットワー

クストレージの必要性がなくなり、VMware vSphereおよびその既存の管理アプリケーションと緊
密に統合し、シームレスなデータ管理エクスペリエンスが提供されます。また、ネイティブ圧縮

と重複排除によって、VMに占有されている記憶域が削減されます。

HX Data Platformは、vSphereなどの仮想化プラットフォームにインストールされます。これは、
仮想マシン、アプリケーション、データ用のストレージを管理します。インストール時に、ユー

ザが Cisco HyperFlex HXクラスタの名前を指定すると、HX Data Platformによって各ノードにハイ
パーコンバージドストレージクラスタが作成されます。ストレージを増やす必要があり、HXク
ラスタにノードを追加する場合、HXData Platformは追加のリソース全体でストレージの平衡化を
行います。

VMware vCenter管理

Cisco HyperFlex Systemは、VMware vCenterベースの管理を備えています。vCenter Serverは、仮想
化環境をモニタするために開発されたデータセンター管理サーバアプリケーションです。また、

HX Data Platformはいずれのストレージタスクを実行する場合にも設定済みの vCenter Serverから
アクセスされます。vCenterは、VMware vMotion、DRS、HAおよび vSphereレプリケーションな
どのキー共有ストレージ機能をサポートしています。VMwareスナップショットおよびクローニ
ング機能に代わって、より拡張性の高いネイティブのHXDataPlatformスナップショットとクロー
ンが使用されます。

HX Data Platformにアクセスするには、個別のサーバに vCenterがインストールされている必要が
あります。vCenterには、管理者のラップトップまたはPCにインストールされているvSphereClient
からアクセスします。
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Cisco HyperFlex Connect ユーザインターフェイスとオン
ラインヘルプ

Cisco HyperFlex Connect（HX Connect）は、Cisco HyperFlexへのユーザインターフェイスを提供
します。これは、左側の [ナビゲーション（Navigation）]ペインと右側の [作業（Work）]ペイン
の 2つの主要なセクションに分かれています。

HX Connectでほとんどの操作を実行するには、管理者権限が必要です。重要

表 2：ヘッダーアイコン

説明名前アイコン

フルサイズのナビゲーションウィンドウとアイコンのみの間を切

り替え、ナビゲーションウィンドウにマウスカーソルを移動しま

す。

メニュー

ユーザーが開始した操作の一覧が表示されます。たとえば、デー

タストアの作成、ディスクの削除など。

[すべて消去（Clear All）]を使用してすべてのメッセージを削除
し、メッセージアイコンを非表示にします。

メッセージ

[サポート（Support）]、[通知（Notification）]、および [クラウド
管理（Notification）]の設定にアクセスします。 [サポートバンド
ル（Support Bundle）]ページにアクセスすることもできます。

設定

現在のエラーまたは警告のアラーム数が表示されます。エラーと

警告の両方がある場合は、カウントはエラーの数を示します。

アラームの詳細な情報は、[アラーム（Alarms）]ページを参照し
てください。

アラーム

状況に応じた HX Connectのオンラインヘルプファイルを開きま
す。

ヘルプ

タイムアウト設定、ログアウトなどのユーザの設定にアクセスし

ます。

[ユーザ設定（User Settings）]は管理者のみに表示されます。

ユーザ

（User）

その要素に関するより詳細なデータにアクセスします。情報

Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
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オンラインヘルプにアクセスするには：

•ユーザインターフェイスの特定のページの場合、ヘッダー内の [ヘルプ（Help）]をクリック
します。

•ダイアログボックスの場合、そのダイアログボックスの [ヘルプ（Help）]をクリックしま
す。

•ウィザードの場合、そのウィザードの [ヘルプ（Help）]をクリックします。

テーブルヘッダーの共通のフィールド

HXConnectのいくつかのテーブルは、テーブルに表示される内容に影響を与える次の3つのフィー
ルドのうち 1つ以上を提供します。

基本情報UI 要素

HXクラスタの動的な更新のためにテーブルを自動的に更新し
ます。タイムスタンプは、テーブルが更新された最終時刻を示

します。

コンテンツを今すぐ更新するには円形のアイコンをクリックし

ます。

[更新（Refresh）]フィールドお
よびアイコン

入力したフィルタテキストに一致する項目のみテーブルに表示

します。以下の表の現在のページに記載されている項目は自動

的にフィルタ処理されます。入れ子になったテーブルはフィル

タ処理されません。

[フィルタ（Filter）]フィールドに選択テキストを入力します。

[フィルタ（Filter）]フィールドを空にするには、[x]をクリック
します。

テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートするに

は、下部までスクロールし、ページ番号をクリックして、フィ

ルタを適用します。

[フィルタ（Filter）]フィールド

テーブルデータの現在のページのコピーを保存します。テーブ

ルの内容は、選択したファイル形式でローカルマシンにダウン

ロードされます。リストの項目をフィルタ処理すると、フィル

タ処理されたサブセットリストがエクスポートされます。

エクスポートファイルの形式を選択する下矢印をクリックしま

す。ファイルの形式のオプションは、cvs、xlsおよびdocです。

テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートするに

は、下部までスクロールし、ページ番号をクリックして、エク

スポートを適用します。

[エクスポート（Export）]メ
ニュー
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ダッシュボードページ

読み取り専用ユーザーには、ヘルプで利用可能なすべてのオプションが表示されるわけではあ

りません。HX Connectでほとんどの操作を実行するには、管理者権限が必要です。
重要

HXストレージクラスタのステータスの概要が表示されます。これは Cisco HyperFlex Connectに
ログインしたときに表示される最初のページです。

基本情報UI 要素

HXストレージクラスタとアプリケーションパフォーマンスの
機能の状態を示します。

[情報（Information）]をクリックして（ ）HXストレージク
ラスタ名とステータスデータにアクセスします。

[動作ステータス（Operational
Status）]セクション

データのヘルスステータスと、HXストレージクラスタの耐障
害性を示します。

[情報（Information）]をクリックして（ ）復元力ステータス

と、レプリケーションおよび障害データにアクセスします。

[復元力ヘルス（Resiliency
Health）]セクション

ストレージの合計の内訳と、ストレージの使用中または未使用

の容量が表示されます。

ストレージの最適化、圧縮、およびクラスタに格納されている

データに基づく重複排除比率も表示されます。

[容量（Capacity）]セクション

HXストレージクラスタ内のノード数と、コンバージドノード
対コンピューティングノードの区分が表示されます。ノードア

イコンの上にマウスを移動すると、そのノードの名前、IPアド
レス、ノードの種類が表示され、容量、使用率、シリアル番号、

およびディスクの種類のデータへのアクセスが可能なディスク

がインタラクティブに表示されます。

[ノード（Nodes）]セクション

設定可能な時間のHXストレージクラスタのパフォーマンスス
ナップショットを表示し、IOPS、スループット、および遅延
データを表示します。

詳細については、[パフォーマンス（Performance）]ページを参
照してください。

[パフォーマンス
（Performance）]セクション

クラスタのシステムの日付と時間。[クラスタタイム（Cluster
Time）]フィールド

Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
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テーブルヘッダーの共通のフィールド

HXConnectのいくつかのテーブルは、テーブルに表示される内容に影響を与える次の3つのフィー
ルドのうち 1つ以上を提供します。

基本情報UI 要素

HXクラスタの動的な更新のためにテーブルを自動的に更新し
ます。タイムスタンプは、テーブルが更新された最終時刻を示

します。

コンテンツを今すぐ更新するには円形のアイコンをクリックし

ます。

[更新（Refresh）]フィールドお
よびアイコン

入力したフィルタテキストに一致する項目のみテーブルに表示

します。以下の表の現在のページに記載されている項目は自動

的にフィルタ処理されます。入れ子になったテーブルはフィル

タ処理されません。

[フィルタ（Filter）]フィールドに選択テキストを入力します。

[フィルタ（Filter）]フィールドを空にするには、[x]をクリック
します。

テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートするに

は、下部までスクロールし、ページ番号をクリックして、フィ

ルタを適用します。

[フィルタ（Filter）]フィールド

テーブルデータの現在のページのコピーを保存します。テーブ

ルの内容は、選択したファイル形式でローカルマシンにダウン

ロードされます。リストの項目をフィルタ処理すると、フィル

タ処理されたサブセットリストがエクスポートされます。

エクスポートファイルの形式を選択する下矢印をクリックしま

す。ファイルの形式のオプションは、cvs、xlsおよびdocです。

テーブル内の他のページからコンテンツをエクスポートするに

は、下部までスクロールし、ページ番号をクリックして、エク

スポートを適用します。

[エクスポート（Export）]メ
ニュー

操作ステータスダイアログボックス

HXストレージクラスタとアプリケーションパフォーマンスの機能の状態を示します。

基本情報UI 要素

この HXストレージクラスタの名前です。[クラスタ名（Cluster Name）]
フィールド

   Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
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基本情報UI 要素

• [オンライン（Online）]：クラスタの準備ができています。

• [オフライン（Offline）]：クラスタの準備ができていませ
ん。

• [読み取り専用（Readonly）]：クラスタは書き込みトラン
ザクションを受け入れることはできませんが、静的クラス

タ情報を表示し続けることはできます。

• [スペース不足（Out of space）]：クラスタ全体のスペース
が不足しているか、または 1つまたは複数のディスク領域
が不足しています。どちらの場合も、クラスタは書き込み

トランザクションを受け入れることはできませんが、静的

クラスタ情報を表示し続けることはできます。

[クラスタステータス（Cluster
Status）]フィールド

•応対可

•未サポート

あるいは、[はい（Yes）]と [いいえ（No）]を使用できます。

[保管中のデータの暗号化可能
（Data-at-rest encryption
capable）]フィールド

現在の状況をもたらしている原因を説明するメッセージの数が

表示されます。

[表示する理由（Reason to
view）]ドロップダウンリスト

[閉じる（Close）]をクリックします。

復元力のヘルスダイアログボックス

データのヘルスステータスと、HXストレージクラスタの耐障害性を示します。

説明名前

• [正常（Healthy）]：データと可用性の点でクラスタは正常
です。

• [警告（Warning）]：データまたはクラスタの可用性に対す
る悪影響が生じています。

• [不明（Unknown）]：クラスタがオンラインになるときの
移行状態です。

カラーコーディングとアイコンを使用して、さまざまなステー

タスの状態が示されます。追加情報を表示するにはアイコンを

クリックします。

[復元力のヘルス（Resiliency
Health）]フィールド

Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
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説明名前

•準拠（Compliant）
[データレプリケーション適合
性（Data Replication
Compliance）]フィールド

HXストレージクラスタ間での冗長データレプリカの数を表示
します。

[データレプリケーション係数
（Data Replication Factor）]
フィールド

HXストレージクラスタが処理できるノード障害の数を表示し
ます。

[許容ノード障害数（Number of
node failures tolerable）]フィー
ルド

HXストレージクラスタが処理できる永続型デバイス障害の数
を表示します。

[許容永続型デバイス障害数
（Number of Persistent Device
failures tolerable）]フィールド

HXストレージクラスタが処理できるキャッシュデバイス障害
の数を表示します。

[許容キャッシュデバイス障害
数（Number of Persistent Device
failures tolerable）]フィールド

現在の状況をもたらしている原因を説明するメッセージの数が

表示されます。

[表示する理由（Reason to
view）]ドロップダウンリスト

[閉じる（Close）]をクリックします。
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第 3 章

インストールの前提条件

この章では、Cisco HyperFlex Systemsのインストールと設定の要件について説明します。

• ソフトウェア要件, 16 ページ

• 必要なハードウェア, 19 ページ

• ホスト要件, 20 ページ

• ディスクの要件, 21 ページ

• ブラウザの推奨事項, 24 ページ

• 必須のポート, 25 ページ

• ファブリックインターコネクトのアップリンクのプロビジョニング, 26 ページ

• ネットワーク設定, 29 ページ

• VLANおよび vSwitchの要件, 31 ページ

• Cisco UCSの要件, 32 ページ

• ハイパーバイザ要件, 33 ページ

• ストレージクラスタ要件, 34 ページ

• vCenter設定の要件, 35 ページ

• システムサービス要件, 36 ページ

• コントローラ VM用 CPUリソース予約, 38 ページ

• コントローラ VM用メモリリソース予約, 38 ページ

• 自動サポートの要件, 39 ページ

• シングルサインオンの要件, 39 ページ
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ソフトウェア要件
ソフトウェア要件には、互換性のあるCiscoHyperFlexSystems（HX）コンポーネントおよびVMware
vSphereコンポーネントのバージョンを使用していることを確認するための検証が含まれていま
す。

HyperFlexソフトウェアのバージョン

Cisco HX Data Platformインストーラ、Cisco HX Data Platform、および Cisco UCSファームウェア
といった HXのコンポーネントは、さまざまなサーバにインストールされます。HXストレージ
クラスタとともに（またはその内部で）使用される各サーバの各コンポーネントに互換性がある

ことを確認します。

•事前設定された HXサーバと、インストールされている Cisco UCSサーバファームウェアの
バージョンが同じであることを確認します。CiscoUCSファブリックインターコネクト（FI）
のファームウェアバージョンが異なる場合は、ファームウェアのバージョンを調整する手順

について、『Cisco HyperFlex Systems Upgrade Guide』を参照してください。

•新しいハイブリッドまたはオールフラッシュ（Cisco HyperFlexHX240c M4または HX220c
M4）の導入の場合は、Cisco UCS Manager 3.1(2g)以降がインストールされていることを確認
してください。詳細については、Cisco TACにお問い合わせください。

• SEDベースの HyperFlex Systemの場合、A（インフラストラクチャ）バンドルと C（ラック
サーバ）バンドルの Cisco UCS Managerバージョンが 3.1(3c)であることを確認してくださ
い。

• HXサーバを再インストールするには、サポートされている互換性のあるソフトウェアのバー
ジョンをダウンロードします。要件および手順については、『CiscoHyperFlexSystemsGetting
Started Guide』を参照してください。

推奨 UCS FI ファーム
ウェア

HX Data PlatformHX Data Platform インストーラHyperFlexリリー
ス

3.1(3c)は、SEDシス
テムの場合は必須、

非 SEDシステムの場
合は推奨です。

2.5(1c)2.5(1c)2.5(1c)

3.1(3c)は、SEDシス
テムの場合は必須、

非 SEDシステムの場
合は推奨です。

2.5(1b)2.5(1b)2.5(1b)

3.1(3c)は、SEDシス
テムの場合は必須、

非 SEDシステムの場
合は推奨です。

2.5(1a)2.5(1a)2.5(1a)
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推奨 UCS FI ファーム
ウェア

HX Data PlatformHX Data Platform インストーラHyperFlexリリー
ス

3.1(2g)2.1(1c)2.1(1c)2.1(1c)

3.1(2g)2.1(1b)2.1(1b)2.1(1b)

3.1(2f)2.0(1a)2.0(1a)2.0(1a)

3.1(2b)1.8(1f)1.8(1f)1.8(1f)

3.1(2b)1.8(1e)1.8(1e)1.8(1e)

3.1(2b)1.8(1c)1.8(1c)1.8(1c)

3.1(2b)1.8(1b)1.8(1b)1.8(1b)

3.1(2b)1.8(1a)1.8(1a)1.8(1a)

HyperFlexライセンス

バージョン 2.5(1a)の時点で、HyperFlexではスマートライセンスメカニズムを使用してライセン
スを適用するようになっています。詳細および手順については、『CiscoHyperFlex SystemsGetting
Started Guide』を参照してください。

サポートされる VMware vSphereのバージョンとエディション

各HyperFlexリリースは、特定バージョンの vSphere、VMware vCenter、VMware ESXiとの互換性
があります。

•すべての HXサーバに、互換性のある vSphereのバージョンがプレインストールされている
ことを確認します。

• vCenterのバージョンが ESXiのバージョンと同じ、またはそれ以降であることを確認しま
す。

•ルートレベルの権限および関連パスワードが付与された vCenter管理者アカウントがあるこ
とを確認します。

vSphereのエディションvSphereバージョンHyperFlexのバージョ
ン（Cisco Unified
Communications
Manager Version）

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4、6.0 U3、6.5 Patch 1a

2.5(1c)
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vSphereのエディションvSphereバージョンHyperFlexのバージョ
ン（Cisco Unified
Communications
Manager Version）

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4、6.0 U3、6.5 Patch 1a

2.5(1b)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4、6.0 U3、6.5 Patch 1a

2.5(1a)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4、6.0 U3

2.1(1c)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4、6.0 U3

2.1(1b)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 3、
6.0 U2 Patch 4

2.0(1a)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1f)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1e)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1c)

Enterprise、Enterprise Plus5.5 U3

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1b)

Enterprise、Enterprise Plus、Standard、
Essentials Plus、ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2 Patch 31.8(1a)
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VMware vSphereライセンスの要件

vSphereライセンスをHyperFlex Systemに適用する方法は、そのライセンスの購入方法に応じて異
なります。

• vSphereライセンスを HyperFlexとともに購入した場合

各 HyperFlexサーバはいずれも、出荷時に Enterpriseまたは Enterprise Plusエディションがプ
レインストールされています。

（注） • SDカードには、OEMライセンスがプレインストールされています。HX
サーバを受け取った後、SDカードのコンテンツを削除または上書きする
と、プレインストールされたライセンスもSDカードから削除されます。

• OEMライセンスキーは、VMware vCenter 6.0 U1bの新機能です。以前の
バージョンは OEMライセンスをサポートしていません。

•プレインストールされた HXノードはすべて同じ OEMライセンスキー
を共有します。vSphere OEMキーを使用すると、「Usage」の数が

「Capacity」の値を超えることがあります。

• [ライセンスの割り当て（Assign license）]セクションの [ホストの追加
（Add Host）]ウィザードで vCenterに HXホストを追加する場合は、
[OEMライセンス（OEM license）]を選択してください。

実際の vSphere OEMライセンスキーは難読化されています（例：
0N085-XXXXX-XXXXX-XXXXX-10LHH）。

• Standard、Essentials Plus、ROBOエディションは、HXサーバにプレイン
ストールされていません。

• vSphereライセンスを HyperFlexとともに購入していない場合

HXノードには、vSphereの基本ライセンスがプレインストールされています。初期設定後、
ライセンスはサポートされている vSphereのバージョンに適用されます。

• HyperFlex Systemを購入せずにシスコから vSphereライセンスを購入した場合

スペアのvSphereライセンスを無料で入手するには、CiscoTACまでお問い合わせください。

必要なハードウェア
•サーバごとに少なくとも 2本の 10-Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブルを使用す
ること。
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•ファブリックインターコネクトコンソールケーブル（CAB-CONSOLE-RJ45）の一端にRJ-45
コネクタがあり、他端にDB9コネクタがあること。このケーブルは、ラップトップのRS-232
コンソール接続に接続するのに使用します。

•標準の電源コードには、電源モジュールとの接続側に IEC C13コネクタが付いていること。
オプションのジャンパ電源コードには、電源モジュールとの接続側に IECC13コネクタ、IEC
C13コンセントとの接続側に IEC C14コネクタが付いていること。

詳細については、『Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトハードウェア
ガイド』を確認してください。

• KVMケーブルを使用して、HXシリーズサーバをシステムに接続できます。このケーブル
には、DB9シリアルコネクタ、モニタ用の VGAコネクタ、キーボードおよびマウス用の
デュアル USB 2.0ポートが付いています。このケーブルを使用すると、システムで稼働する
オペレーティングシステムや BIOSに直接接続できます。

このケーブルは、HX240cサーバと Cisco UCS B200 M4サーバの両方に使用す
ることもできます。

（注）

ケーブルの詳細および発注情報については、『CiscoHyperFlexHXシリーズモデル』および『Cisco
UCS B200 M4ハードウェアガイド』を参照してください。

ホスト要件
Cisco HyperFlexクラスタには、少なくとも 3つのコンバージド HyperFlexノードが含まれていま
す。コンピューティング能力を高めるには、別途ストレージを用意しなくても、コンピューティ

ング専用ノードを追加するというオプションがあります。HyperFlexクラスタ内の各サーバは、
HyperFlexノードと呼ばれます。ストレージクラスタを導入する前に、それぞれのノードに次の
設定がインストールされて設定されていることを確認してください。

詳細については、『Cisco HX240c 220c HyperFlexノードの設置ガイド』を参照してください。

次のホスト要件を満たしていることを確認してください。

•クラスタのすべてのサーバ（ノードまたはホスト）に同じ VLAN IDを使用していること。

•ストレージクラスタ全体ですべての ESXiサーバに同じ管理者用ログインクレデンシャルを
使用していること。

• SSHをすべての ESXiホストで有効なままにします。

•すべてのサーバに DNSと NTPを設定していること。

• VMware vSphereのインストールおよび設定。
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/6200-install-guide/6200_HIG.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/6200-install-guide/6200_HIG.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/tsd-products-support-install-and-upgrade.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B200M4/B200M4_chapter_01.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B200M4/B200M4_chapter_01.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/products-installation-guides-list.html


ディスクの要件
ディスクの要件は、コンバージドノードとコンピューティング専用ノード間で異なります。CPU
のサイズを大きくするには、コンピューティング専用ノードを追加できます。ソリッドステート

ディスク（SSD）のみが搭載されたサーバーは、オールフラッシュサーバです。SSDとハード
ディスクドライブ（HDD）の両方が搭載されたサーバは、ハイブリッドサーバです。

以下は、HyperFlexクラスタ内のすべてのディスクに適用されます。

•ストレージクラスタ内のすべてのディスクには、同量のストレージ容量が必要です。スト
レージクラスタ内のすべてのノードには、同数のディスクが必要です。

•すべての SSDは TRIMをサポートする必要があり、TRIMが有効になっている必要がありま
す。

•すべての HDDは、SATAまたは SASタイプのいずれかです。ストレージクラスタ内の SAS
ディスクは、すべてパススルーモードにする必要があります。

•ディスクパーティションは、SSDおよび HDDから削除する必要があります。パーティショ
ンが設定されたディスクは無視され、HXストレージクラスタに追加されません。

•オプションで、ディスク上の既存のデータを削除またはバックアップできます。提供された
ディスク上の既存のデータはすべて上書きされます。

新規のファクトリサーバは適切なディスクパーティションの設定で出荷され

ます。新規のファクトリサーバからディスクパーティションを削除しないで

ください。

（注）

•発注ツールにおいて利用可能なディスクのみがサポートされます。

•オールフラッシュの場合、HXAF240ノードでは最大 23台のドライブが Cisco HyperFlexでサ
ポートされます。

コンバージドノード

次の表に示すディスクに加えて、すべてのコンバージドノードには、ESXがインストールされた
ミラー設定で 2枚の 64 GB SD FlexFlashカードを備えています。
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サーバ上またはストレージクラスタ全体でストレージディスクのタイプやサイズを混在させ

ないでください。ストレージディスクタイプの混在はサポートされません。

（注）

•キャッシュディスクまたは永続ディスクを交換する際は、元のディスクと同じタイプと
サイズを常に使用します。

•異なるタイプのストレージドライブを混在させないでください。すべて HDD、すべて
3.8 TB SSD、またはすべて 960 GB SSDを使用します。

•ハイブリッドドライブタイプとオールフラッシュキャッシュドライブタイプを混在さ
せないでください。ハイブリッドサーバではハイブリッドキャッシュデバイスを使用

し、オールフラッシュサーバではオールフラッシュキャッシュデバイスを使用します。

•暗号化されたドライブタイプと暗号化されていないドライブタイプを混在させないでく
ださい。SEDハイブリッドドライブまたは SEDオールフラッシュドライブを使用しま
す。

•キャッシュNVMeと非NVMeドライブタイプをサーバで混在させないでください。キャッ
シュ用にすべて NVMe SSD、またはすべて非 NVMe SSDを使用します。

すべてのノードで同じサイズと同じ数量の SSDを使用する必要があります。SSDを混在させ
ないでください。

HX240サーバ

永続（前面）キャッシュ（前面）ハウスキーピングサーバタイプ

6～ 10 X 800 GB SAS SSD1 X 800 GB SAS SSD1 X 120 GB SATA SSD
（前面）

または

1 X 240 GB SATA SSD
（前面）

HXAF240CM4SED

オールフラッシュ

保管中のデータの

暗号化可能

6～ 10 X 3.8 TB SATA SSD

または

6～ 10 X 960 GB SATA SSD

1 X 400 GB SAS SSD1 X 120 GB SATA SSD
（背面）

または

1 X 240 GB SATA SSD
（背面）

HXAF240C M4SX

オールフラッシュ

6～ 22 X 1.2 TB SAS HDD1 X 1.6 TB SAS SSD1 X 120 GB SATA SSD
（前面）

または

1 X 240 GB SATA SSD
（前面）

HX240C M4 SED

ハイブリッド

保管中のデータの

暗号化可能
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永続（前面）キャッシュ（前面）ハウスキーピングサーバタイプ

6～ 23 X 1.2 TB SAS HDD1 X 1.6 TB SATA SSD1 X 120 GB SATA SSD
（背面）

または

1 X 240 GB SATA SSD
（背面）

HX240C M4

ハイブリッド

HX 220サーバ

永続（前面）キャッシュ（前面）ハウスキーピング（前

面）

サーバとタイプ

6 X 800 GB SAS SSD1 X 800 GB SAS SSD1 X 120 GB SATA SSD

または

1 X 240 GB SATA SSD

HXAF220CM4SED

オールフラッシュ

保管中のデータの

暗号化可能

6 X 3.8 TB SATA SSD

または

6 X 960 GB SATA SSD

1 X 400 GB SAS SSD1 X 120 GB SATA SSD

または

1 X 240 GB SATA SSD

HXAF220C M4S

オールフラッシュ

6 X 1.2 TB SAS HDD1 X 800 GB SAS SSD1 X 120 GB SATA SSD

または

1 X 240 GB SATA SSD

HX220C M4 SED

ハイブリッド

保管中のデータの

暗号化可能

6 X 1.2 TB SAS HDD1 X 480 GB SATA SSD1 X 120 GB SATA SSD

または

1 X 240 GB SATA SSD

HX220C M4

ハイブリッド

3～ 6 X 1.2 TB SAS HDD1 X 480 GB SATA SSD1 X 120 GB SATA SSD

または

1 X 240 GB SATA SSD

HX220C M4

ハイブリッド

ROBO

コンピューティング専用ノード

次の表に、コンピューティング専用機能に対しサポートされているコンピューティング専用ノー

ドの設定を示します。コンピューティング専用ノードのストレージは、ストレージクラスタの

キャッシュまたは容量に含まれていません。
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ESXiのブートでサポートされている方法サポートされるコンピューティング専用ノー

ドサーバ

方法を選択します。

• ESXインストールでのミラー設定でのSDカー
ド。

•ローカルドライブの HDDまたは SSD。

• SANブート。

• Cisco B200 M3/M4

• B260 M4

• B420 M4

• B460 M4

• C240 M3/M4

• C220 M3/M4

• C460 M4

ブラウザの推奨事項
リストされている HyperFlexコンポーネントを実行するには、次のいずれかのブラウザを使用し
ます。これらのブラウザはテストおよび承認済みです。他のブラウザでも動作する可能性はあり

ますが、すべての機能をテストし、確認しているわけではありません。

表 3：サポートされるブラウザ

HX ConnectHX Data Platform インス
トーラ

Cisco UCS Managerブラウザ

11以上非サポート対象9以上Microsoft Internet
Explorer

54以上52以上14以上Google Chrome

52以上54以上7以上Mozilla Firefox

注記

• Cisco HyperFlex Connect

推奨される最小解像度は 1024 x 768です。

• Cisco HX Data Platformプラグイン

Cisco HX Data Platformプラグインは、vSphereで実行されます。VMware Host Clientシステム
のブラウザ要件については、https://www.vmware.com/support/pubs/にあるVMwareのマニュア
ルを参照してください。

• Cisco UCS Manager
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ブラウザで次のものがサポートされている必要があります。

◦ Java Runtime Environment 1.6以降。

◦一部の機能には、Adobe Flash Player 10以降が必要です。

Cisco UCS Managerに関するブラウザの最新情報については、最新の『Cisco UCS Managerス
タートアップガイド』を参照してください。

必須のポート
最低 2つのポートが必要です。1つはストレージ管理ネットワーク用で、もう 1つはストレージ
データネットワーク用です。冗長性とフェールオーバーのために、ストレージ管理ネットワーク

とストレージデータネットワークにそれぞれ 2つずつ、計 4つのポートを装備することを強く推
奨します。

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、ESXiおよびvCenterに対し標準のVMware
推奨のポートに加え、次のファイアウォールポートが開いていることを確認します。

ポート接続先方向プロトコル部品番号

HXインストーラ着信HTTP/TCP80

HXインストーラ

Smart Call Home

着信

発信

HTTPS/TCP443

ビューアごと着信KVM/TCP2068

HXインストーラ着信

発信

SSH /TCP22

着信

発信

POP3 /TCP110

安全な POPポー
トは TCP 995で
す。

着信

発信

IMAP4 /TCP143

安全な IMAPポー
トは TCP 993で
す。

メールサーバ（Mail
Server）

発信SMTP /TCP25
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/3-1/b_UCSM_Getting_Started_Guide_3_1/b_UCSM_Initial_Configuration_Guide_3_0_chapter_010.html#concept_E870B2833AFC474889AF752732B0F6C1
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ポート接続先方向プロトコル部品番号

DNS発信DNS /TCP/UDP53（外部ルック
アップ）

NTP発信NTP / UDP123

SNMP着信SNMPポーリング161

SNMP発信SNMPトラップ
（SNMP Trap）

162

vCenter着信

発信

UDP/TCP902

vCenter着信

発信

HTTPS/TCP9443

HXインストーラ着信

発信

8089

標準設定がなく、別のポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、『表 C-5
ポートのリテラル値』を参照してください。

ヒント

ファブリックインターコネクトのアップリンクのプロビ

ジョニング
HyperFlexクラスタを設定する前に、ネットワークトラフィック管理を最適化するアップストリー
ム帯域幅容量を計画してください。これにより、コンポーネントで障害が発生したり、ネットワー

クが部分的に停止したりした場合でも、トラフィックフローを安定した状態に維持できます。
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/config/ref_ports.html#wp1007738
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/config/ref_ports.html#wp1007738


デフォルトでは、「hx-vm-network」vSwitchは [active/active]に設定されています。これ以外のす
べての vSwitchは、[active/standby]に設定されています。

図 4：単一ホストの HyperFlex Data Platform 接続

デフォルトの vSwitch NICチーミングポリシーとフェールオーバーポリシーを [はい（yes）]に
設定します。これにより、管理トラフィック、vMotionトラフィック、およびストレージトラ
フィックのすべてが、ローカルでファブリックインターコネクトに転送されるようになり、フ

ローを安定した状態に維持できます。vNIC-aで障害が発生すると、ESXiがロードバランシング
を計算し、すべての仮想ポートを vNIC-bに再ピニングします。vNIC-aがオンライン状態に戻っ
た時点で、再びピニングが適用され、vNIC-aと vNIC-bの間で仮想ポートが元のように均等に分
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配されます。これにより、Cisco UCSファブリックインターコネクトのアップストリームでの遅
延と帯域幅使用量が削減されることになります。

図 5：安定した状態のトラフィックフロー

1つ以上のサーバリンクで障害が発生して、たとえばホスト 1がファブリック Aとの接続を失
い、ホスト 2がファブリック Bとの接続を失ったとすると、トラフィックはアップストリームス
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イッチを経由することになります。したがって、アップリンクネットワーク帯域幅の使用量が増

加するため、アップリンクの追加が必要になります。

図 6：リンク障害中のトラフィックフロー

ファブリックインターコネクトから 2つの異なるアップストリームスイッチへのアップリン
クがある状態のことを、FIでの「Disjoint Layer 2」（DJL2）と呼びます。DJL2は、FIがエン
ドホストモードとなっているときに DJL2が適切に設定されていないと発生することが既知
となっています。

DJL2を適切に導入するには、『CiscoUCS 6200 Series Fabric Interconnects—Deploy Layer 2Disjoint
Networks Upstream in End Host Mode』というホワイトペーパーを参照してください。

（注）

ネットワーク設定

ベストプラクティス

•ネットワークごとにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用します。

• 10 Gbpsのケーブルを使用して、各ホストを直接 Cisco UCSファブリックインターコネクト
に接続します。
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•特に Disjoint Layer 2設定が使用されている場合は、ネットワークの問題を引き起こす可能性
があるため、デフォルト VLANである VLAN 1は使用しないでください。

•インストーラは、デフォルトでVLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブVLAN
に対応するようにアップストリームスイッチを設定してください。

各 ESXiホストには、次のネットワークが必要です。

•管理トラフィックネットワーク：vCenterから、ハイパーバイザ（ESXiサーバ）の管理、お
よびストレージクラスタの管理を処理します。

•データトラフィックネットワーク：ハイパーバイザとストレージのデータトラフィックを
処理します。

• vMotionネットワーク

• VMネットワーク

4つの vSwitchがあり、それぞれ異なるネットワークを伝送します。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理およびストレージコントローラ管理に使用されます。

• vswitch hx-storage-data：ESXiストレージデータ、および HX Data Platformの複製に使用され
ます。

これら 2つの vSwitchは、さらに 2つのポートグループに分割され、ストレージクラスタと
ESXiホスト間のトラフィックを処理するための静的 IPアドレスが割り当てられます。

• vswitch hx-vmotion：VMおよびストレージ vMotionに使用されます。

この vSwitchには管理用に 1つのポートグループがあり、vCenterクラスタ内のすべてのホス
トに接続する vSphereを介して定義されます。

• vswitch hx-vm-network：VMデータトラフィックに使用されます。

Cisco UCS Managerで対応する vNICテンプレートに VLANを追加または削除することがで
きます。『Cisco UCS Managerでの VLANの管理』および『Cisco UCS Managerでの vNICテ
ンプレートの管理』を参照してください。vSwitchでポートグループを作成するには、
「VMware標準の vSwitchへの仮想ポートグループの追加」を参照してください。

（注） 1 Cisco HX Data Platformインストーラは、自動的に vSwitchを作成します。

2 HyperFlexストレージクラスタの作成後に、vSphereの次のサービスを有効にする必要があ
ります。

• DRS

• vMotion

•高可用性
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html
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http://pubs.vmware.com/vsphere-60/index.jsp?topic=%2Fcom.vmware.vsphere.networking.doc%2FGUID-004E2D69-1EE8-453E-A287-E9597A80C7DD.html


VLAN および vSwitch の要件
少なくとも 3つの VLAN IDを提供します。すべての VLANがインストール時にファブリックイ
ンターコネクトに設定されている必要があります。

説明VLAN タイプ

次の各ネットワークにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用しま
す。

（注）

VLAN名：hx-inband-mgmt

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLANESXiおよびHyperFlex管理トラフィック

VLAN名：hx-storage-data

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN HyperFlexストレージトラフィック

VLAN名：hx-vmotion

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN VM vMotion

ユーザ定義です。VLAN VMデータ

KVM IPプール

ホストごとに 1つの IPアドレス。

IPブロック

例：255.255.0.0サブネットマスク（Subnet mask）

例：10.193.0.1デフォルトゲートウェイ

外部スイッチVLANタギング（EST）を使用するVLANタギングとvSwitchの設定は、UCSManager
プロファイルを使用して適用されます。HXDataPlatformインストーラにより、このプロセスが簡
単になります。

（注） •特に Disjoint Layer 2設定が使用されている場合は、ネットワークの問題を引き起こす可
能性があるため、デフォルト VLANである VLAN 1は使用しないでください。VLAN 1
以外の異なる VLANを使用してください。

インストーラは、デフォルトで VLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブ
の VLANに対応するように、アップストリームスイッチを設定します。

Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
31

インストールの前提条件

VLAN および vSwitch の要件



Cisco UCS の要件
プロンプトが表示されたら、UCSファブリックインターコネクトおよびUCSManagerに関してリ
ストされているコンテンツを提示します。

Cisco UCS ファブリックインターコネクトの要件

基本情報UI 要素

スイッチタイプと接続タイプを指定します

（SFP + Twin Axまたは光）。
アップリンクスイッチモデル

<IP address>.ファブリックインターコネクトクラスタの IP
アドレス

<IP address>.FI-A IPアドレス

<IP address>.FI-B IPアドレス

00:00:00 MACアドレスプールを確認します。MACアドレスプール

KVM IPプール。少なくとも 4つの IPアドレ
ス。

IPブロック

たとえば、255.255.0.0です。サブネットマスク（Subnet mask）

たとえば、10.193.0.1です。デフォルトゲートウェイ

Cisco UCS Manager の要件

基本情報UI 要素

Hostname or IP address。UCS Managerのホスト名（UCS Manager Host
Name）

<admin username>ユーザ名（User Name）

<admin username>[パスワード（Password）]
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ハイパーバイザ要件
vCenter経由でストレージ管理ネットワークまたはストレージデータネットワーク上のESXiサー
バに使用可能なアドレス範囲から IPアドレスを入力します。すべてのネットワークアドレスに静
的 IPアドレスを提供します。

（注） •データネットワークと管理ネットワークは異なるサブネット上になければなりません。

• IPアドレスは、ストレージクラスタの作成後は変更できません。CiscoTACに連絡して、
サポートを受けてください。

•単独では必要ありませんが、DNS名を指定する場合は、IPアドレスの正逆方向の DNS
ルックアップを有効にします。

•インストーラの IPアドレスは、ハイパーバイザとストレージコントローラVMで使用さ
れる管理サブネットから到達可能である必要があります。インストーラアプライアンス

は、ESXiホスト上か、またはインストールされるクラスタの一部ではない VMwareワー
クステーション上で動作する必要があります。

データネットワークの IP アドレス管理ネットワークの IP アドレス

ストレージコントロー

ラ

ハイパーバイザストレージコントロー

ラ

ハイパーバイザ

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

VLAN_IDVLANタグVLAN_IDVLANタグ

サブネットマスクサブネットマスク

デフォルトゲートウェ

イ

デフォルトゲートウェ

イ

インストーラアプライアンスの IPアドレス

<IPアドレス><IPアドレス>
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ストレージクラスタ要件
ストレージクラスタは、Cisco HX Data Platformのコンポーネントです。vSphere Webクライアン
トで単一のデータストアが容易にプロビジョニングされ、それによりストレージの複雑さを軽減

します。ストレージクラスタ内のすべてのサーバにおいて、データがディスク全体に配布され、

コントローラリソースの活用と高可用性を実現します。

ストレージクラスタは、関連する vCenterクラスタには依存しません。vCenterクラスタ内にある
ESXiホストを使用して、ストレージクラスタを作成できます。

ストレージクラスタを定義するには、次のパラメータを指定します。

説明フィールド

ストレージクラスタの名前を入力します。[名前（Name）]

これによって、各 ESXiホストにストレージ管
理ネットワークへのアクセスが提供されます。

• IPアドレスは、ノードの管理 IPアドレス
と同じサブネット上にある必要がありま

す。

•クラスタ管理 IPが同じサブネット上の別
のクラスタと最後のオクテットを共有する

ことを許可しないでください。

•これらの IPアドレスは、4つの IPアドレ
スに加えて、シスコがハイパーバイザセ

クションで各ノードに割り当てます。

管理 IPアドレス

これによって、各 ESXiホストにストレージ
データネットワークおよびストレージコント

ローラVMネットワークへのアクセスが提供さ
れます。

同じ IPアドレスをクラスタ内のすべての ESXi
ノードに適用する必要があります

ストレージクラスタデータ IPアドレス
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説明フィールド

データレプリケーション係数により、ストレー

ジクラスタ全体のデータの冗長レプリカの数が

定義されます。

これは HX Data Platformのインストール時に設
定され、その後は変更できません。

データレプリケーション係数を選択します。次

の選択項目があります。

•データレプリケーション係数3：データの
冗長複製を3つ保持します。この場合、ス
トレージリソースの消費量は多くなりま

すが、ノード障害やディスク障害が同時に

発生した場合にデータを最大限に保護しま

す。

これは推奨オプションで

す。

注目

•データレプリケーション係数2：データの
冗長複製を2つ保持します。この場合、ス
トレージリソースの消費量は少なくてす

みますが、ノード障害やディスク障害が同

時に発生した場合にデータ保護が低下しま

す。

ストレージクラスタ内のノードまたはディ

スクで障害が発生すると、クラスタの動作

能力に影響が生じます。複数のノードで障

害が発生した場合や 1つのノードと別の
ノードのディスクで障害が発生した場合

は、同時障害と呼ばれます。

データレプリケーションファクタ

vCenter 設定の要件
vCenterに管理者レベルアカウントとパスワードを指定します。既存の vCenterサーバがあること
を確認します。次 vSphereサービスが動作していることを確認します。

• Dynamic Resource Scheduler（DRS）[HX Data Platformを使用するために必要]を有効にしま
す。

• vMotionを有効にします。
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•高可用性（HA）[フェールオーバーキャパシティを定義し、データストアハートビートを拡
張するために必要]を有効にします。

•ユーザ VMは、バージョン 9以降である必要があります [HX Data Platform、ネイティブス
ナップショット、および ReadyCloneを使用するために必要]。

説明フィールド

現在の vCenterサーバのWebアドレスを入力し
ます。

たとえば、http://<IP address>とします。

vCenterサーバ（vCenter Server）

<admin username>を入力します。ユーザ名（User Name）

<admin password>を入力します。[パスワード（Password）]

vCenterデータセンターに必要な名前を入力し
ます。

データセンター名

vCenterクラスタに必要な名前を入力します。
クラスタには、少なくとも 3つの ESXiサーバ
が含まれている必要があります。

クラスタ名（Cluster Name）

システムサービス要件
Cisco HX Data Platformをインストールする前に、次のネットワーク接続やサービスが動作してい
ることを確認します。

• DNSサーバ

DNSサーバは、HXストレージクラスタの外部に存在する必要があります。（注）

• NTPサーバ
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（注） • NTPサーバは、HXストレージクラスタの外部に存在する必要がありま
す。

•ストレージクラスタを設定する前に、NTPサーバが動作していて、信頼
できる時間のソースを提供していることを手動で確認します。

•コンバージドノード、コンピューティングノード双方のすべてのノード
とすべてのストレージコントローラ VMに同じ NTPサーバを使用しま
す。

• NTPサーバは安定していて、（クラスタの有効期間に対し）継続性があ
り、静的 IPアドレスから到達可能である必要があります。

•タイムゾーン

基本情報フィールド

<IPアドレス>

HyperFlex Data Platformのインストール中にホスト名を使用する場合
は、DNSサーバアドレスが必要になります。

（注） • DNSサーバがない場合は、HXDataPlatformインストー
ラの [クラスタ設定（Cluster Configuration）]ページの
[システムサービス（System Services）]にホスト名を
入力しないでください。IPアドレスのみを使用します。

•複数の DNS servers addressを入力するには、アドレス
をカンマで区切ります。DNSサーバのアドレスが正し
く入力されていることを慎重に確認します。

DNSサーバ

<IPアドレス>

NTPサーバは、以下の間のクロック同期に使用されます。

•ストレージコントローラ VM

• ESXiホスト

• vCenterサーバ

NTPサーバの静的 IPアドレスは、ストレージコントローラ
VM、ESXiホスト、およびvCenterサーバ間でクロック同期を
確保するために必要です。

重要

インストール時に、この情報はすべてのストレージコントローラVM
および対応するホストに伝搬されます。サーバは、ストレージクラス

タの起動時に自動的に同期されます。

NTPサーバ

（信頼できるNTPサーバ
が必要です）
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基本情報フィールド

<利用するタイムゾーン>

ストレージコントローラ VMのタイムゾーンを選択します。スケ
ジュールされたスナップショットをいつ取得するかを決定するために

使用されます。

すべての VMが同じタイムゾーンにある必要がありま
す。

（注）

タイムゾーン

コントローラ VM 用 CPU リソース予約
ストレージコントローラ VMから HyperFlex Data Platformに重要な機能が提供されるため、HX
Data PlatformインストーラはコントローラVM用に CPUリソース予約を設定します。この予約に
より、コントローラVMでは最低限必要なCPUリソースが確保されます。これは、ESXiハイパー
バイザーホストの物理 CPUリソースがゲスト VMによって大量に消費されるような状況で役立
ちます。次の表に、ストレージコントローラ VM用 CPUリソース予約の詳細を示します。

制限予約共有VM CPU の数

Unlimited10,800 MHz低（Low）8

コントローラ VM 用メモリリソース予約
以下の表に、ストレージコントローラ VM用メモリリソース予約の詳細を示します。

すべてのゲストメモリの予約ゲストメモリの容量サーバモデル

○48 GBHX220c-M4Sおよび

HXAF220C-M4S

○72 GBHX240c-M4SXおよび
HXAF240C-M4SX

• B200 M4コンピューティング専用ブレードは軽量ストレージコントローラ VMを備えてお
り、この VMは 1つの vCPUと 512 MBのメモリ予約でのみ設定されています。

• C240M4ラックサーバは、2ラックユニット（2RU）フォームファクタで卓越した拡張性と
パフォーマンスを発揮します。

• C220 M4サーバは、1ラックユニット（1RU）フォームファクタで拡張性を実現します。
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自動サポートの要件
自動サポート（ASUP）は、HX Data Platformを通じて提供されるアラート通知サービスです。自
動サポートを有効にすると、HX Data Platformから、指定されたメールアドレスまたは通知を受
信したい電子メールエイリアスに通知が送信されます。

自動サポートを設定するには、次の情報が必要です。

自動サポート

このボックスは、HXストレージクラスタの作成時にオンにします。[Auto Supportを有
効にする（Enable
Auto Support）]
チェックボックス

<IPアドレス>

SMTPメールサーバは、自動サポートを有効にするようにネットワークに
設定する必要があります。すべてのストレージコントローラ VMの IPアド
レスから送信された電子メールを処理するために使用します。

メールサーバ

（Mail Server）

<username@domain.com>

自動サポート通知の送信に使用する電子メールアドレス。

Mail Sender

自動サポート通知を受信する電子メールアドレスまたは電子メールエイリ

アスのリストです。

ASUP Recipient

自動サポートは、ノードのドライブ障害などのハードウェア問題が発生した際の診断に役立

つハードウェアカウンタの履歴を提供するため、有効にすることを強く推奨します。

（注）

シングルサインオンの要件
SSO URLは、vCenterから提供されます。この URLにコントローラ VMから直接到達できない場
合は、インストーラの詳細設定を使用して場所を明示的に設定します。

Single Sign On（SSO）

SSO URLは、vCenterの [vCenterサーバ（vCenter Server）] > [管
理（Manage）] > [詳細設定（Advanced Settings）]にある key

config.vpxd.sso.sts.uriで確認できます。

SSOサーバ URL
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第 4 章

Cisco HyperFlex Systems サーバのインストー
ル

この章では、Cisco HyperFlex Systemsの物理コンポーネントをインストールする方法について説
明します。

• Cisco HXシリーズサーバのラックへの設置とスタッキング, 42 ページ

• ファブリックインターコネクトの設定, 42 ページ

• ファブリックインターコネクトへの HXシリーズサーバの接続の概要, 48 ページ
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Cisco HX シリーズサーバのラックへの設置とスタッキン
グ

図に示されたタスクを完了します。スタートアップガイドの関連する章を参照してください。

図 7：Cisco HX シリーズサーバの設置および事前設定されたシステムの設定ワークフロー

ラックへの Cisco HyperFlex Systemsのハードウェアの設置

Cisco HXシリーズサーバには、クラスタ内に 3～ 8台の HX220cサーバ、または 3～ 8台の
HX240cサーバ、あるいは最大 4台の Cisco UCS B200/C240/C220サーバと 3～ 8台のHX240cサー
バのハイブリッドが含まれています。

HX220cおよび HX240cサーバの設置手順については、『HXシリーズサーバ設置ガイド』を参
照してください

Cisco UCS B200サーバの設置手順については、『ブレードサーバ設置ガイド』を参照してくださ
い。

CiscoUCSC240サーバの設置手順については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/
ucs/c/hw/C240M4/install/C240M4.htmlを参照してください。

CiscoUCSC220サーバの設置手順については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/
ucs/c/hw/C220/install/C220/install.htmlを参照してください。

ラックにハードウェアを設置した後、このガイドに戻り、後続のインストールおよび設定手順へ

進みます。

ファブリックインターコネクトの設定
高い可用性のためにFIクラスタを作成するには、ファブリックインターコネクト（FI）の冗長ペ
アを構成します。イーサネットケーブルを使用して、2つの FIを L1と L2のハイアベイラビリ
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ティポート間で直接接続する必要があります。ファブリックインターコネクト Aのポート L1は
ファブリックインターコネクト Bの L1に接続し、ファブリックインターコネクト Aのポート
L2はファブリックインターコネクト Bの L2に接続します。これにより、両方の FIがお互いの
ステータスを継続的にモニタできます。

FIを接続するときは、次の情報を入手し、確認する必要があります。

説明項目

•第 1 FIのコンソールポートが、コンピュータまた
はコンソールサーバに物理的に接続されている。

•管理イーサネットポート（mgmt0）が外部のハブ、
スイッチ、またはルータに接続されている。

•両方の FIの L1ポートが互いに直接接続されてい
る。

•両方の FIの L2ポートが互いに直接接続されてい
る。

FIの物理的な接続の確認

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

コンピュータ端末でのコンソールポー

トパラメータの確認

初期設定に関する次の情報を収集します。

•システム名（System name）

• adminアカウントのパスワード

• 3つの静的 IPアドレス

• 3つの静的 IPアドレスのサブネットマスク

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス

• DNSサーバの IPアドレス

•システムのドメイン名

初期設定の情報の取得

両方のファブリックインターコネクトで、同じセットアッププロセスを実施する必要がありま

す。プライマリFIを設定し、クラスタ構成に対して有効にする必要があります。次に、同じプロ
セスを使用してセカンダリFIを設定すると、最初のファブリックインターコネクトがピアとして
検出されます。
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プライマリファブリックインターコネクトの設定

設定を始める前に、同じサブネットで次の 3つの IPアドレスを指定する必要があります。

• FI Aの管理ポート IPアドレス

• FI Bの管理ポート IPアドレス

•クラスタの IPアドレス

次のように GUIを使用してプライマリファブリックインターコネクトを設定します。

ステップ 1 コンソールポートに接続します。詳細については、『Cisco 6200Series Fabric InterconnectHardware Installation
guide』を参照してください。『Cisco 6200 Series Fabric Interconnect Hardware Installation guide』

ステップ 2 FIの電源を入れます。FIが起動すると、電源投入時セルフテストのメッセージが表示されます。
ステップ 3 インストール方式プロンプトに「gui」と入力します。
ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィックス。

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4または IPv6アド
レス。

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに移動しま
す。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express設定（Express Setup）]を選択します。

ステップ 7 [Express設定（Express Setup）]ページで [初期セットアップ（Initial Setup）]を選択し、[実行（Submit）]
をクリックします。

ステップ 8 [クラスタとファブリックの設定（Cluster and Fabric Setup）]領域で、以下の操作を行います。

1 [クラスタリングの有効化（Enable Clustering）]オプションをクリックします。

2 [ファブリックのセットアップ（Fabric Setup）]オプションに対して [ファブリックA（Fabric A）]を選
択します。

3 [クラスタ IPアドレス（Cluster IP Address）]フィールドに、Cisco UCSManagerで使用する IPv4アドレ
スまたは IPv6アドレスを入力します。

ステップ 9 [システムのセットアップ（System Setup）]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てる名前。[システム名（System Name）]フィールド
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説明フィールド

ファブリックインターコネクト上の Adminアカウ
ントに使用されるパスワード。

[管理者パスワード（Admin Password）]フィールド

ファブリックインターコネクト上の Adminアカウ
ントに使用されるパスワード。

[管理者パスワードの確認（Confirm Admin
Password）]フィールド

FI上の管理ポートの静的 IPアドレス。[管理 IPアドレス（Mgmt IP Address）]フィールド

FI上の管理ポートの IPサブネットマスク。[管理 IPネットマスク（Mgmt IP Netmask）]フィー
ルド

FI上の管理ポートに割り当てられるデフォルトゲー
トウェイの IPアドレス。

[デフォルトゲートウェイ（Default Gateway）]
フィールド

FI上の管理ポートに割り当てられる DNSサーバの
IPアドレス。

[DNSサーバの IP（DNS Server IP）]フィールド

FIが常駐するドメインの名前。[ドメイン名（Domain name）]フィールド

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

セカンダリファブリックインターコネクトの設定

第 2 FIのコンソールポートが、コンピュータまたはコンソールサーバに物理的に接続されている
ことを確認します。また、前に設定した第 1 FIの管理者アカウントのパスワードを把握している
必要があります。

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 FIの電源を入れます。FIが起動すると電源投入時セルフテストのメッセージが表示されます。
ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィックス。
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•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4または IPv6アド
レス。

注：セットアップ中に、両方の FIに同じ管理インターフェイスアドレスのタイプが割り当てられる必要
があります。

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに移動しま
す。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express設定（Express Setup）]を選択します。

ステップ 7 [Express設定（Express Setup）]ページで [初期セットアップ（Initial Setup）]を選択し、[実行（Submit）]
をクリックします。

ファブリックインターコネクトは、第 1ファブリックインターコネクトの設定情報を検出します。

ステップ 8 [クラスタとファブリックの設定（Cluster and Fabric Setup）]領域で、以下の操作を行います。
a) [クラスタリングの有効化（Enable Clustering）]オプションを選択します。
b) [ファブリックセットアップ（Fabric Setup）]オプションに対して [ファブリックB（Fabric B）]が選択
されていることを確認します。

ステップ 9 [システムセットアップ（SystemSetup）]領域の [マスターの管理者パスワード（AdminPasswordofMaster）]
フィールドに管理者アカウントのパスワードを入力します。[マネージャ初期セットアップ（Manager Initial
Setup）]領域が表示されます。

ステップ 10 [マネージャの初期セットアップ（Manager Initial Setup）]領域で表示されるフィールドは、第 1 FIを IPv4
または IPv6のどちらの管理アドレスで設定したかによって異なります。次のように、設定に適したフィー
ルドに入力します。

説明フィールド

ローカル FIのMgmt0インターフェイスの IPv4ア
ドレスを入力します。

Peer FI is IPv4 Cluster enabled.ローカルFIMgmt0 IPv4
アドレスフィールドに入力してください（Please
provide local FI Mgmt0 IPv4 address field）

ローカル FIのMgmt0インターフェイスの IPv6ア
ドレスを入力します。

ピア FIは IPv6クラスタ対応です（Peer FI is IPv6
Cluster enabled）。ローカル FI Mgmt0 IPv6アドレ
スフィールドに入力してください（Please provide
local FI Mgmt0 IPv6 address field）

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。
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ファブリックインターコネクト設定の確認

両方のファブリックインターコネクトの設定が確実に行われていることを確認するために、SSH
を使用してファブリックインターコネクトにログインしたり、CLIを使用してクラスタの状態を
確認したりすることができます。

クラスタの状態を確認するには、次のコマンドを使用します。

出力例目的コマンド

次の例の表示では、両方のファ

ブリックインターコネクトが

Up状態、HAが Ready状態、
ファブリックインターコネク

ト Aがプライマリロール、
ファブリックインターコネク

ト Bが従属ロールです。
UCS-A# show cluster state
Cluster Id:
0x4432f72a371511de-0xb97c000de1b1ada4

A: UP, PRIMARY
B: UP,
SUBORDINATE HA READY

ハイアベイラビリティクラス

タの両方のファブリックイン

ターコネクトの動作状態および

リーダーシップロールを表示

します。

show cluster state

次に、クラスタの状態を詳細に

表示する例を示します。
UCSC# show cluster
extended-state
0x2e95deacbd0f11e2-0x8ff35147e84f3de2Start
time: Thu May 16 06:54:22
2013Last election time: Thu
May 16 16:29:28 2015System
Management
Viewing the Cluster State
A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE

A: memb state UP, lead state
PRIMARY, mgmt services
state: UP
B: memb state UP, lead state
SUBORDINATE,
mgmt services state: UP
heartbeat state PRIMARY_OK
HA READY
Detailed state of the device
selected for HA quorum data:

Device 1007, serial:
a66b4c20-8692-11df-bd63-1b72ef3ac801,
state: active
Device 1010, serial:
00e3e6d0-8693-11df-9e10-0f4428357744,
state: active
Device 1012, serial:
1d8922c8-8693-11df-9133-89fa154e3fa1,
state: active

クラスタの状態を詳細に表示し

ます。通常は問題をトラブル

シューティングする場合に使用

します。

show cluster extended-state
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ファブリックインターコネクトへの HX シリーズサーバ
の接続の概要

Cisco HX220cおよび HX240cサーバはファブリックインターコネクトに直接接続します。直接接
続することで、Cisco UCSManagerは管理トラフィックとデータトラフィックの両方に対し、1つ
のケーブルを使用して HXシリーズサーバを管理できます。

サーバを FIに接続した後に、サーバが検出された場合は、UCS Manager設定フォームを使用
して、Cisco UCS Managerで使用可能な Cシリーズソフトウェアバンドルを更新します。

（注）

直接接続モードを使用する場合は、Cisco UCSのすべての管理対象アダプタをファブリックイン
ターコネクトのサーバポートに接続する必要があります。「要件」の章に記載されているよう

に、HXサーバに推奨されるファームウェアがあることを確認します。ない場合は、UCSManager
を使用してファームウェアを更新します。

設定の制限事項については、シスコのWebサイトで『UCSManagerGUIConfigurationGuide, Release
2.2』のドキュメントを参照してください。

HX シリーズサーバとファブリックインターコネクトの接続
このトピックでは、HXストレージクラスタを作成または追加するためにコンバージドノードを
物理的に追加する方法について説明します。

はじめる前に

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

•サーバを接続する前に、Cisco VIC 1227が Cisco UCS Managerとの統合用の c240スロット 2
および c220ライザ 1スロット 1に装着されていることを確認します。カードが正しいスロッ
トに装着されていない場合、サーバの直接接続管理を有効にできません。
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•サーバポートとしてのポートの設定に進む前に、FIへのサーバの物理配線が完了しているこ
とを確認します。

ステップ 1 CiscoHXシリーズサーバのラックへの設置とスタッキング,（42ページ）で説明されているように、ラッ
クにサーバを取り付けます。

ステップ 2 リストされている次の手順に従って、FI上にサーバポートを設定します。
a) サーバ上の一方のポートから 10-Gb SFP+ケーブルを FI Aに接続します。FI Aの任意のポートを使用
できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

VICから 1本のケーブルを 1枚のカードの FIに接続します。両方のポートを同じ FIに接続することは
できません。

b) そのポートをサーバポートとして FI-Aで設定します。詳細な手順については、『Cisco UCS Manager
Network Management Guide』の「Configuring Port Modes for a 6248 Fabric Interconnect」を参照してく
ださい。

c) サーバ上のもう一方のポートから 10-Gb SFP+ケーブルを FI Bに接続します。FI Bの任意のポートを
使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

アップリンクで SFP+タイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」というエラーが発生します。

（注）

d) そのポートをサーバポートとして FI-Bで設定します。詳細な手順については、『Cisco UCS Manager
Network Management Guide』の「Configuring Port Modes for a 6248 Fabric Interconnect」を参照してく
ださい。

ステップ 3 電源コードをノードの各電源装置に接続し、次に接地されたAC電源コンセントに電源コードを接続しま
す。初めての起動時には、ノードがスタンバイ電源で起動するまでに約 2分かかります。
（注） 1 サーバは、電源が入るとFIによって検出されます。ノード検出は、UCSManagerでモニタリ

ングできます。

2 ノードの電源ステータスは、前面パネルのノードの電源ステータス LEDで確認できます。
LEDがオレンジの場合、ノードはスタンバイ電源モードです。

ステップ 4 ステップ 1～ 4を繰り返し、HyperFlexストレージクラスタの残りの HXシリーズサーバを接続します。
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物理的な接続の図

次の図に、直接接続モードでの HXシリーズサーバと Cisco UCS Managerの統合のための配線設
定を示します。金色で示されたパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送

されます。

図 8：直接接続の配線設定

HXシリーズサーバ3CiscoUCS6248シリーズFI（ファブリックA）1

サポート対象の mLOMスロット内の
Cisco UCS VIC 1227

4CiscoUCS6248シリーズFI（ファブリックB）2

UCS コンピューティング専用サーバとファブリックインターコネクト
の接続

このトピックでは、HXストレージクラスタに追加するコンピューティング専用ノードを物理的
に追加する方法について説明します。

HyperFlexストレージクラスタが作成されて設定された後、すべてのコンピューティング専用
ノードが HyperFlexクラスタに接続されます。

（注）
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

HXストレージクラスタがすでに作成
されていることを確認します。

ステップ 1   

UCSサーバの物理的な設置についての参照先は以下のとおりで
す。

コンピューティングノードとなる HX
サーバを接続します。手順については、

ステップ 2   

リストされているマニュアルを参照し

てください。
• CiscoUCSB200M4ブレードサーバ：http://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B200M4/
B200M4_chapter_010.html。

• CiscoUCSC240M4ブレードサーバ：http://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/hw/C240M4/install/
C240M4/install.html。

• CiscoUCSC220M4ブレードサーバ：http://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HX_series/HX220c_M4/
HX220c/install.html。

コンピューティングノードを追加するには、展開クラスタワー

クフローを使用します。Cisco HyperFlex Systemクラスタへの
HX展開クラスタワークフローを実行
します。

ステップ 3   

コンピューティング専用ノードの追加, （114ページ）を参照
してください。
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第 5 章

Cisco HyperFlex Systems の設定

この章では、Cisco HyperFlex Systemsのコンポーネントを設定する方法について説明します。

• HXデータプラットフォームインストーラ OVAの展開, 53 ページ

• Syslogの設定, 58 ページ

• HyperFlexクラスタの設定, 58 ページ

• GPUを搭載した HyperFlexノードの設置, 69 ページ

• HyperFlexクラスタの作成に関する考慮事項, 70 ページ

HX データプラットフォームインストーラ OVA の展開
ESXサーバで、HXデータプラットフォームインストーラを展開します。HXデータプラット
フォームインストーラは、ESXサーバと、VMwareワークステーション、VMware Fusion、また
は仮想ボックスに展開できます。

次の手順は、vSphereクライアントを使用した例です。

Cisco HXストレージクラスタのノードとなる ESXサーバには、HXデータプラットフォーム
インストーラを展開しないでください。

（注）

ステップ 1 HXデータプラットフォームインストーラ OVAを検索してダウンロードします。
a) ブラウザから、シスコのダウンロードの場所に移動します。プロンプトが表示されたらログインクレ
デンシャルを指定します。

b) HXデータプラットフォームストレージクラスタに使用されるストレージ管理ネットワーク上のノー
ドに HXデータプラットフォームインストーラをダウンロードします。
https://<Cisco_path>/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-<version>.ova
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ステップ 2 VMwareハイパーバイザを使用して、HXデータプラットフォームインストーラを展開します。インス
トーラの展開後、HXデータプラットフォームインストーラの仮想マシンが作成されます。
vSphereはシステム要件であり、vSphereシッククライアント、vSphereクライアント、またはシンクライ
アント、vSphere Webクライアントを使用できます。HXデータプラットフォームインストーラの展開に
は、VMwareワークステーション、VMware Fusion、または仮想ボックスを使用することもできます。

a) vSphere、VirtualBox、ワークステーション、または Fusionなどの仮想マシンハイパーバイザを開きま
す。

b) HXデータプラットフォームインストーラを展開するノードを選択し、[OVFテンプレートの導入
（Deploy OVF Template）]を開始します。次に例を示します。

• vSphere（シック）クライアントの使用：インベントリリストを展開し、ホストを選択します。
[ファイル（File）] > [OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]の順に選択します。

• vSphereWeb（シン）クライアントの使用：[vCenterインベントリリスト（vCenter InventoryLists）]
> [ホスト（Hosts）] > [ホスト（host）] > [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]の順
に選択します。

c) HXデータプラットフォームインストーラがどこにあるかを選択します。デフォルトを受け入れます。
適切なネットワークを選択します。

d) HXデータプラットフォームインストーラVMで使用するための静的 IPアドレスを入力します。これ
は、DHCPがネットワークに設定されていても必要です。これには、HXデータプラットフォームイ
ンストーラ VMのホスト名、デフォルトゲートウェイ、IPアドレス、ネットマスクを含めることがで
きます。

HXデータプラットフォームインストーラの仮想マシンに静的 IPアドレスを割り当てます。

これは、HXデータプラットフォームインストーラ VMの IPアドレスです。この IPアドレスは、HX
データプラットフォームインストーラを実行して、HXデータプラットフォームをインストールし、
HXデータプラットフォームストレージクラスタを作成するために必要です。

ハイパーバイザウィザードが、新しい VMに IPアドレスを割り当てるためにデフォルトで DHCPに
設定されている場合は、「静的 IPアドレスによる HXデータプラットフォームインストーラ OVAの
展開」の手順を完了させ、静的 IPアドレスを使用してHXデータプラットフォームインストーラVM
をインストールします。DNSはインストーラ VMから到達可能である必要があります。

e) [終了（Finish）]をクリックします。HXデータプラットフォームインストーラ VMが vSphereインフ
ラストラクチャに追加されるまで待機します。

ステップ 3 仮想マシンのリストに移動して、HXデータプラットフォームインストーラ VMを検索して、電源を入
れます。

HXデータプラットフォームインストーラの仮想マシンの推奨設定は、3つの vCPUと 4 GBのメモリで
す。これらの設定を小さくすると、CPUの使用率が 100%になり、ホストへのスパイクが発生する可能性
があります。

ステップ 4 HXデータプラットフォームインストーラの仮想マシンコンソールを開きます。
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初期のコンソールディスプレイには、HXデータプラットフォームインストーラ VMの IPアドレスがリ
ストされます。

Data Platform Installer.
*******************************************
You can start the installation by visiting
the following URL:
http://192.168.10.210
*******************************************
Cisco-HX-Data-Platform-Installer login:

ステップ 5 表示される URLをメモします。
この例では、URLはhttp://192.168.10.210です。このURLを使用して、HXデータプラットフォー
ムインストーラにログインします。

（注）

静的 IP アドレスによる HX データプラットフォームインストーラ OVA
の展開

ハイパーバイザウィザードが、新しいVMに IPアドレスを割り当てるためにデフォルトでDHCP
に設定されている場合は、次の手順を完了させます。

ステップ 1 VMware OVF Tool 4.1以降を、HXデータプラットフォームストレージクラスタに使用されるストレージ
管理ネットワーク上のノードにインストールします。VMwareのマニュアルを参照してください。

ステップ 2 HXデータプラットフォームインストーラ OVAを検索してダウンロードします。
a) ブラウザから、シスコのダウンロードの場所に移動します。プロンプトが表示されたらログインクレ
デンシャルを指定します。
https://<Cisco_path>/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-<version>.ova

b) ステップ 1のノードに HX Data Platformインストーラ OVAをダウンロードします。

ステップ 3 ovftoolコマンドを使用して、ダウンロードした HXデータプラットフォームインストーラ OVAを展開
します。次に例を示します。
root@server:/tmp/test_ova# ovftool --noSSLVerify --diskMode=thin
--acceptAllEulas=true --powerOn --skipManifestCheck --X:injectOvfEnv
--datastore=qa-048-ssd1 --name=rfsi_static_test1 --network='VM Network'
--prop:hx.gateway.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.1
--prop:hx.DNS.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.1.8
--prop:hx.ip0.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.36
--prop:hx.netmask0.Cisco_HX_Installer_Appliance=255.255.248.0
/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova
vi://root:password@esx_server
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このコマンドでは、HXデータプラットフォームインストーラが展開され、HXデータプラットフォーム
インストーラ VMの電源が入り、最初の起動時に指定された静的 IPアドレスが設定されます。以下は処
理応答の例です。

Opening OVA source:
/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova
Opening VI target: vi://root@esx_server:443/
Deploying to VI: vi://root@esx_server:443/
Transfer Completed
Powering on VM: rfsi_static_test
Task Completed
Completed successfully

DNSはインストーラ VMから到達可能である必要があります。静的 IPアドレスが正常に設定されるため
に必要なコマンドオプションは以下のとおりです。

説明コマンド

HXデータプラットフォームインストーラ VM
の展開後に電源を投入します。

powerOn

HXデータプラットフォームインストーラ VM
にスタティック IPのプロパティを挿入します。

X:injectOvfEnv

適切なゲートウェイ IPアドレスを指定します。prop:hx.gateway.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.1.

適切な DNS IPアドレスを指定します。prop:hx.DNS.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.1.8.

適切なインストーラの静的 IPアドレスを指定し
ます。

prop:hx.ip0.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.36.

適切なネットマスクアドレスを指定します。prop:hx.netmask0.Cisco_HX_Installer_Appliance=255.255.248.0.

HXデータプラットフォームインストーラ OVA
の送信元アドレス。

/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova.

HXデータプラットフォームインストーラ VM
がインストールされる宛先 ESXサーバ。適切な
ESXサーバのルートログインクレデンシャルを
含めます。

vi://root:password@esx_server.
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Cisco HX Data Platform インストーラへのログイン
HXデータプラットフォームソフトウェアをインストールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ブラウザで、HXデータプラットフォームインストーラがインストールされた VMの URLを入力しま
す。

このアドレスは、前述の項「Deploying HX Data Platformインストーラの展開」から入手します。たとえ
ば、http://10.64.4.254などとします。

ステップ 2 クレデンシャルを使用します。

ユーザ名：root

パスワード：Cisco123

EULAを読みます。[利用規約に同意します（I accept the terms and conditions）]をクリックします。

右下隅に記載された製品バージョンが正しいことを確認します。[ログイン（Login）]をクリックします。

ステップ 3 HX Data Platformインストーラの [ワークフロー（Workflow）]ページが表示されます。このページには、
ワークフローのオプションが 3つ表示されます。

1 HyperFlex（FI）を使用したクラスタの作成。

2 HyperFlex Edgeを使用したクラスタの作成：HXノードと ESXiを設定し、Edgeサイト用の HXデータ
プラットフォームソフトウェアを展開するには、このボタンをクリックします。詳細なインストール

手順については、『HyperFlex Edge deployment guide』を参照してください。

3 クラスタ展開

• [クラスタの作成（Cluster Creation）]：UCS Manager、ESXiを設定して HX Data Platformソフトウェ
アを導入する場合は、このボタンをクリックします。

• [クラスタの展開（Cluster Expansion）]：コンバージドノードおよびコンピューティングノードを既
存のストレージクラスタに追加する場合は、このボタンをクリックし、表示される [クラスタを展開
する（Expand Cluster）]ページでデータを入力します。詳細については、「コンバージド
（HX220c/HX240c）ノードの追加に関する前提条件」を参照してください。

新規クラスタを作成するために [クラスタの作成（ClusterCreation）]オプションを選択し、[続行（Continue）]
をクリックします。

HX データプラットフォームインストーラの終了
ログインしている間は、HXデータプラットフォームインストーラを使用可能です。任意の時点
でHXデータプラットフォームインストーラを終了するには、ログアウトする必要があります。
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

右上の [ナビゲート（Navigate）]ボタンに移動して、[ログ
アウト（Logout）]を選択します。

ステップ 1   

HXデータプラットフォームインス
トーラのウェルカムページに戻りま

す。

再ログインするには、新しいブラウザウィンドウを開き、

ログインクレデンシャルを入力します。

ステップ 2   

Syslog の設定
syslogの一元的なリポジトリにすべてのログ情報を送信することをお勧めします。

永続ログには、SDカードから起動するHX220cM4ノードとコンピューティング専用ノード上
に syslogが必要です。

注目

ステップ 1 vCenter Web Clientから、[管理（Administration）] > [展開（Deployment）] > [システム設定（System
Configuration）] > [サービス（Services）] > [VMware Syslogサービス（VMware Syslog Service）]を選択し
ます。vCenter syslogサービスが実行している（State: Running）かどうかを確認します。

ステップ 2 ESXiシェルに対して SSHを行い、次のコマンドを実行します。
a) esxcli system syslog config set --loghost='udp://vcenter-ip'
b) esxcli system syslog reload
c) esxcli network firewall ruleset set -r syslog -e true
d) esxcli network firewall refresh

ステップ 3 クラスタ内のすべての ESXiホストに対してステップ 1～ 2を繰り返します。
ステップ 4 ログが vCenter Server Appliance（vCSA）上の /storage/log/vmware/esx/フォルダ内に受け取られているこ

とを確認します。

（省略可能）ネットワークダンプコレクタを設定します。詳細については、VMware KBの「Configuring
the Network Dump Collector service in vSphere 5.x/6.0 (2002954)」を参照してください。

HyperFlex クラスタの設定
この手順では、Cisco HX Data Platformを使用する Cisco HyperFlexクラスタをインストールおよび
設定します。
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工場でインストールされた ESXiはシステム設定をリセットしないでください。そのようにす
ると工場出荷時設定が失われ、インストールが失敗することになります。

注意

ステップ 1 HX Data Platform Plug-inを起動します。
a) Webブラウザで、Cisco HX Data Platformインストーラ VMの IPアドレスまたはノード名を入力しま
す。Cisco HX Data Platformインストーラログインページが表示されます。

b) ログインページで、次のクレデンシャルを入力します。
ユーザ名：root

パスワード：Cisco123

c) EULAを読んで、[条件に同意します（I accept the terms and conditions）]チェックボックスをオンにし
ます。

d) [ログイン（Login）]をクリックします。[ワークフロー（Workflow）]ページが表示されます。

ステップ 2 [ワークフロー（Workflow）]ページで、[HyperFlex（FI）でのクラスタ作成（Cluster CreationwithHyperFlex
（FI））]を選択します。[続行（Continue）]をクリックすると、[クレデンシャル（Credentials）]ページ
が表示されます。

ステップ 3 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、次のフィールドに値を入力します。
クラスタ作成を実行するために、必要な設定データとともに JSONファイルをインポートすることもでき
ます。次の 2つの手順は、JSONファイルをインポートする場合はオプションです。インポートしない場
合には、データを必須フィールドに手動で入力することになります。

初めてのインストールでこのオプションを使用するには、ファクトリプレインストール JSON
ファイルの調達についてシスコの担当者に問い合わせてください。

（注）

1 [ファイルの選択（Select a file）]をクリックして、使用する JSONファイルを選択して設定
をロードします。[設定の使用（Use Configuration）]を選択します。

2 Cisco UCS Manager用にインポートした値が異なる場合は、[インポートした値の上書き
（Overwrite Imported Values）]ダイアログボックスが表示されます。[検出された値を使用
（Use Discovered Values）]を選択します。

説明フィールド

UCS Managerクレデンシャル（UCS Manager Credentials）

例：10.193.211.120。UCS Managerホスト名（UCS Manager Hostname）

<admin>ユーザ名。[ユーザ名（Username）]

<root>パスワード。[パスワード（Password）]

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）
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説明フィールド

vCenterサーバのサーバ名または IPアドレス。例：
10.193.211.120。

（注） • vCenter Server入力は、入れ子になっ
た vCenterを構築する場合には省略
可能です。詳細については、『Nested
vCenter TechNote』を参照してくださ
い。vCenter Serverは、クラスタが動
作可能になる前に必要です。

• vCenterアドレスとクレデンシャル
は、vCenterへのルートレベルの管
理者権限が必要です。

vCenter Server

<admin>ユーザ名。例：
administrator@vsphere.local。

[ユーザ名（Username）]

<root>パスワード。Adminパスワード（Admin Password）

ハイパーバイザのクレデンシャル

<admin>ユーザ名。これはファクトリノードのルー
トです。

Admin Username

<root>パスワード。これはファクトリノードの
Cisco123です。

Adminパスワード（Admin Password）

ステップ 4 [続行（Continue）]をクリックします。[サーバ選択（Server Selection）]ページが表示されます。右側の
[設定（Configuration）]ペインには、使用された [クレデンシャル（Credentials）]の詳細リストが表示され
ます。

ステップ 5 [サーバ選択（Server Selection）]ページでは、[関連付けなし（Unassociated）]の下に関連付けがない HX
サーバのリスト、[関連付けあり（Associated）]の下には検出されたサーバのリストが表示されます。 [関
連付けなし（Unassociated）]からサーバを選択し、HyperFlexクラスタに含めます。
HXサーバがこの一覧に表示されていない場合、CiscoUCSManagerを調べてそれらが検出されていること
を確認します。

サーバごとに、[アクション（Actions）]ドロップダウンリストを使用して、以下を設定できます。

• [KVMコンソールの起動（LaunchKVMConsole）]：CiscoHXデータプラットフォームインストーラ
から直接 KVMコンソールを起動するには、このオプションを選択します。

• [サーバの関連付け解除（Disassociate Server）]：サービスプロファイルをそのサーバから削除するに
は、このオプションを選択します。
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関連付けられていないサーバがない場合は、次のエラーメッセージが表示されます。「関連付け

られていないサーバが見つかりません。UCS Manager にログインして、サーバ ポートが有効であることを確認して

ください。（No unassociated servers found.Please login to UCS Manager and ensure server

ports are enabled.）」

（注）

[サーバポートの設定（Configure Server Ports）]ボタンを使用することで、新しいすべての HXノードを
検出できます。一般に、設定を開始する前に Cisco UCS Managerでサーバポートを設定します。

ステップ 6 [続行（Continue）]をクリックします。[UCSマネージャの設定（UCSManagerConfiguration）]ページが表
示されます。

ステップ 7 [UCSマネージャの設定（UCS Manager Configuration）]ページで、ネットワークごとに次のフィールドに
値を入力します。

説明フィールド

VLANの設定

次の各ネットワークのサブネットと VLANを分離しま
す。

（注）

VLAN for ESXi and HyperFlex management

名前：hx-inband-mgmt

デフォルトの VLAN ID：3091

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for HyperFlex Storage traffic

名前：hx-storage-data

デフォルトの VLAN ID：3092

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM vMotion

名前：hx-vmotion

デフォルトの VLAN ID：3093

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM Network

名前：hx-vm-network

デフォルトの VLAN ID：3094

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

MACプール

MACプールプレフィックス。

プールプレフィックスを完成させる 2つの 16進数
文字を入力します。たとえば、00:25:B5:A0などで
す。

MAC Pool Prefix
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説明フィールド

hx-ext-mgmt IP Pool for Out-of-Band CIMC

HyperFlexノードに指定された IPアドレスの範囲。
これは、ゲスト VLANの値のカンマ区切りリスト
にできます。たとえば、10.193.211.124-127,
10.193.211.158-163などとします。

IPアドレスを制限して制御するために、
サブネットを適切なレベルに設定します。

たとえば、255.255.0.0です。

（注）

ゲートウェイの IPアドレスを入力します。たとえ
ば、10.193.0.1です。

IPブロック

Subnet

デフォルトゲートウェイ（Default gateway）

iSCSI Storage

iSCSIストレージを設定するには、オンにします。[iSCSIストレージを有効にする（Enable iSCSI
Storage）]チェックボックス

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSIvNICに関連付けらているVLANの名前。

VLAN A名

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSI vNICに関連付けらている VLANの ID。

VLAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）で、
iSCSI vNICに関連付けらている VLANの名前。

VLAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-A）で、
iSCSI vNICに関連付けらている VLANの ID。

VLAN B ID

FCストレージ

FCストレージを有効にするには、オンにします、[FCストレージを有効にする（Enable FC Storage）]
チェックボックス

WWノード名およびWWポート名の両方を含む
WWNプール。それぞれのファブリックインターコ
ネクトに対し、WWPNおよびWWNN用のWWxN
プールが作成されます。

WWxNプール

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
の VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-aに設定されています。

VSAN A名
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説明フィールド

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
のネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで現在使用
されているVSANIDを入力しないでくださ
い。UCSゾーニングを使用し、インストー
ラに VSAN IDが入力されている既存の
VSAN IDがある場合、その VSAN IDの既
存の環境ではゾーニングが無効になります。

注意

VSAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-bに設定されています。

VLAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
ネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで現在使用
されているVSANIDを入力しないでくださ
い。UCSゾーニングを使用し、インストー
ラに VSAN IDが入力されている既存の
VSAN IDがある場合、その VSAN IDの既
存の環境ではゾーニングが無効になります。

注意

VSAN B ID

詳細設定（Advanced）

HXサーバに関連付けるUCSファームウェアのバー
ジョン。たとえば、3.1(3c)などです。

UCS Firmware version

特定のクラスタ内のHXサーバのグループに適用名
前。これはユーザ定義の名前です。これは、各サー

ビスプロファイルにユーザラベルとしてこの名前

を追加します。

HyperFlex Cluster Name

HXクラスタを作成する対象のサブ組織の名前。名
前はクラスタごとに一意にする必要があります。

組織名

[設定（Configuration）]ペインで VLAN、MACプール、IPアドレスプールの情報を確認しま
す。これらのVLAN IDは、環境に応じて変更できます。デフォルトでは、インストーラによっ
て VLANが非ネイティブとして設定されます。トランク設定を適切に適用することで、非ネイ
ティブ VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定する必要があります。

（注）

ステップ 8 [続行（Continue）]をクリックします。[ハイパーバイザの設定（Hypervisor Configuration）]ページが表示
されます。次のフィールドに入力します。
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再インストール場合や、ESXiネットワーキングが完了している場合は、この手順で説明したフィー
ルドの入力を省略できます。

注目

説明フィールド

Configure Common Hypervisor Settings

IPアドレスを制限して制御するために、サブネット
マスクを適切なレベルに設定します。たとえば、

255.255.0.0です。

サブネットマスク

ゲートウェイの IPアドレス。たとえば、10.193.0.1
です。

ゲートウェイ

DNSサーバの IPアドレス。

DNSサーバがない場合は、HXデータプラット
フォームインストーラの [クラスタの設定（Cluster
Configuration）]ページのいずれのフィールドにも
ホスト名を入力しないでください。すべての ESXi
ホストに静的 IPアドレスとホスト名のみを使用し
ます。

DNSサーバ

HXノードの静的 IPアドレスとホスト名。

IPアドレスを順次配列させるには、[シーケンシャ
ルにする（Make themSequential）]をオンにします。

ドラッグアンドドロップを使用してサー

バを並べ替えることができます。

（注）

Hypervisor Settings

ステップ 9 [続行（Continue）]をクリックします。[IPアドレス（IP Addresses）]ページが表示されます。各 HXノー
ドでは、ハイパーバイザ管理 IPアドレスとデータ IPアドレスの次のフィールドに値を入力します。IPア
ドレスの場合は、その IPアドレスが属するネットワーク（データネットワークまたは管理ネットワーク）
を指定します。

必ず [IPアドレスをシーケンシャルにする（Make IP Addresses Sequential）]を選択します。

説明フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザ管理ネットワーク接続を処理する静的 IPアド
レスを入力します。

Management Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラVM管理ネットワーク接続を処理する静
的 IPアドレスを入力します。

Management Storage Controller
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説明フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザデータネットワーク接続を処理する静的 IPア
ドレスを入力します。

Data Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラ VMデータネットワーク接続を処理す
る静的 IPアドレスを入力します。

Data Storage Controller

[ハイパーバイザ（Hypervisor）]、[ストレージコントローラ VM（管理）（Storage Controller VM
（Management））]、[ハイパーバイザ（データ）（Hypervisor（Data））]、および [ストレージコント
ローラ VM（Storage Controller VM（Data））]列の最初の行に IPアドレスを入力すると、Cisco HXデー
タプラットフォームインストーラによって、他のノードのノード情報に増分自動入力が適用されます。

ストレージクラスタ内のノードの最小数は3です。それより多くのノードがある場合は、[追加（Add）]
ボタンを使用して、アドレス情報を指定します。

コンピューティング専用ノードは、ストレージクラスタを作成してからでないと追加できま

せん。

（注）

HXデータプラットフォームストレージクラスタ
の管理ネットワーク IPアドレスを入力します。

クラスタ管理 IPアドレス

HXData Platformストレージクラスタのデータネッ
トワークの IPアドレスを入力します。

Cluster Data IP Address

ここで指定した各 IPアドレスは、ストレージクラスタ内の 1つのノードに適用されます。ノードが利
用不能になった場合、影響を受けた IPアドレスがストレージクラスタ内の別のノードに移動されます。
すべてのノードに、これらの IPアドレスを受け入れるように設定されたポートが必要です。

VLANと vSwitchについてのサブネット情報を入力
します。「ネットワークVLANおよび vSwitchの要
件」の項を参照してください。

管理ネットワークのネットワーク値を入力します。

たとえば、255.255.255.0です。

管理サブネットマスク（Management SubnetMask）

データネットワークのネットワーク値を指定しま

す。たとえば、255.255.255.0です。
Data Subnet Mask

管理ネットワークのネットワーク値を指定します。

たとえば、10.193.0.1です。
管理ゲートウェイ

データネットワークのネットワーク値を指定しま

す。たとえば、10.193.0.1です。
データゲートウェイ
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ステップ 10 [続行（Continue）]をクリックします。[クラスタの設定（Cluster Configuration）]ページが表示されます。
作成中のストレージクラスタの次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco HX Cluster

HXデータプラットフォームストレージクラスタ
の名前。

クラスタ名（Cluster Name）

ストレージクラスタ間のデータの冗長レプリカの

数。これは 2個または 3個の冗長レプリカになりま
す。

•ハイブリッドサーバ（SSDおよび HDDを含
むサーバ）の場合、デフォルト値は 3です。

•フラッシュサーバ（SSDのみを含むサーバ）
の場合は、2または 3を選択します。

•稼働ワークロードには 3を推奨します。

[リプリケーションファクタ（Replication Factor）]
ドロップダウンリスト

デフォルトの管理者ユーザ名とパスワードがコント

ローラVMに適用されます。VMは、コンバージド
とコンピューティング専用のすべてのノードにイン

ストールされます。

重要 •コントローラ VMまたはコントローラ
VMのデータストアの名前は変更でき
ません。

•すべてのコントローラ VMに同じパス
ワードが必要です。異なるパスワード

の使用はサポートされていません。

• 1つの大文字、1つの数字、1つの特殊
文字を含み、合計で少なくとも10文字
になる複合パスワードを指定する必要

があります。

•作成するコントローラ VMおよび HX
クラスタにユーザ定義のパスワードを

指定できます。パスワードの文字と形

式の制限事項については、『Cisco HX
Data Platform Management Guide』の
「Guidelines for HXData Platform Special
Characters」の項を参照してください。

Controller VM
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説明フィールド

vCenter Configurations

Cisco HyperFlexクラスタの vCenterデータセンター
の名前。

vCenterデータセンター名（vCenterDatacenterName）

vCenterクラスタ名。vCenterクラスタ名（vCenter Cluster Name）

システムサービス

各 DNSサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

DNSサーバ

各 NTPサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。ホストはすべて、同じ NTPサーバを使用する
必要があります。これは、ストレージコントロー

ラ VMおよび ESXiホスト上で動作するサービス間
のクロック同期に使用されます。

NTPサーバ（NTP Servers）

スケジュールされたスナップショットをいつ取得す

るかを決定する、コントローラ VMのローカルタ
イムゾーン。スケジュールされたネイティブスナッ

プショットの処理はこの設定に基づきます。

[タイムゾーン（Time Zone）]ドロップダウンリス
ト

サービスリクエストを開くときに自動メールを受

け取るには、チェックボックスをオンにします。

自動サポート

ASUPによるトリガー時に SR通知が送信される電
子メールアドレス。

サービスリクエストの通知のための電子メール

高度なネットワーキング

これらの vSwitch名を変更しないでくださ
い。

重要

デフォルトは vswitch-hx-inband-mgmtです。Management vSwitch

デフォルトは vswitch-hx-storage-dataです。Data vSwitch

Advanced Configuration
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説明フィールド

VDI専用環境の場合はこのチェックボックスをオン
にします。

ストレージクラスタの作成後にVDI設定
を変更するには、リソースをシャットダ

ウンまたは移動し、変更を加え、クラス

タを再起動します。

（注）

Virtual Desktop (VDI)（仮想デスクトップ（VDI））

チェックボックスを選択します

ホストのvSwitchおよびvNIC、ならびに各ストレー
ジコントローラ VMでストレージデータネット
ワークのMTUサイズを設定する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。

デフォルト値は 9000です。

MTUサイズを 9000以外の値に設定する
には、Cisco TACにお問い合わせくださ
い。

（注）

ジャンボフレーム

[ジャンボフレームの有効化（EnableJumboFrames）]
チェックボックス

ストレージクラスタに追加されたすべてのノード

から既存のデータおよびパーティションをすべて削

除するには、このチェックボックスをオンにしま

す。保持する必要があるデータは、バックアップす

る必要があります。

既存のデータおよびパーティションを削

除するには、このオプションを選択しま

す。

（注）

これは、手動で準備されたサーバ用です。工場で準

備されたシステムにはこのオプションを選択しない

でください。工場で準備されたシステムのディスク

パーティションは正しく設定されています。

ディスクパーティション

Clean up Disk Partitions

この情報は、SSO URLが到達可能でない場合のみ
必要です。

vCenter Single sign on Server

（注）

[vCenter Server] > [管理（Manage）] > [詳細設定（Advanced Settings）] > [key config.vpxd.sso.sts.uri]にナビ
ゲートして、vCenterで SSO URLを見つけることができます。

ステップ 11 [開始（Start）]をクリックします。[進捗（Progress）]ページに、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示
されます。

確認に関する警告を無視しないでください。

詳細については、「警告」を参照してくださ

い。

注意
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次の作業

一部の検証エラー（無効な ESXiパスワード、正しくない NTPサーバ、不正な SSOサーバ、また
は他の誤った入力）では、パラメータの再入力が必要になる場合があります。[値の再入力（Re-enter
Values）]をクリックして [クラスタの設定（Cluster Configuration）]ページに戻り、問題を解決し
ます。

完了すると、HyperFlexサーバがインストールされて設定されます。展開されたクラスタステー
タスは、[オンライン（Online）]および [正常（Healthy）]のステータスを表示します。

必要に応じて、[HyperFlex Connectの起動（Launch HyperFlex Connect）]をクリックし、データス
トアを作成してクラスタを管理します。

GPU を搭載した HyperFlex ノードの設置
GPUを搭載した HyperFlexノードを設置するときには、特定の BIOSポリシーの変更が必要にな
ります。サポート対象のすべてのGPUカードでは、4 GBを超えるメモリマップ I/O（MMIO）を
許可する BIOS設定を有効にする必要があります。詳細については、『サポート対象のすべての
GPUの要件』を参照してください。

HyperFlex クラスタ作成後の GPU の設置

クラスタを作成した後に GPUを設置する場合は、BIOSポリシー設定が有効になるように、サー
バに関連付けられているサービスプロファイルを変更する必要があります。

BIOS設定を有効にするには、『CiscoUCSManager制御サーバ』の詳細な説明に従います。ステッ
プ 3に指定されているように、4 GB構成を超えたメモリマップ I/Oを [有効（Enabled）]に設定
します。

HyperFlex クラスタ作成前の GPU の設置

クラスタを作成する前にGPUカードを設置する場合は、クラスタの作成時に、詳細ワークフロー
を選択します。

1 HXData Platformインストーラページで、[操作内容を理解しているのでワークフローをカスタ
マイズします（I know what I'm doing, let me customize my workflow）]を選択します。

2 [UCS Manager設定の実行（Run UCS Manager Configuration）]をオンにし、[続行（Continue）]
をクリックします。

HyperFlexノードに必要なサービスプロファイルが作成されます。

3 BIOS設定を有効にするには、『Cisco UCSManager制御サーバ』の詳細な説明に従います。ス
テップ 3に指定されているように、4 GB構成を超えたメモリマップ I/Oを [有効（Enabled）]
に設定します。
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4 HXData Platformインストーラページの詳細ワークフローに戻って [ESX設定の実行（Run ESX
Configuration）]、[HXソフトウェアの導入（Deploy HX Software）]、および [HXクラスタの作
成（Create HX Cluster）]を続行して、クラスタの作成を完了します。

HyperFlex クラスタの作成に関する考慮事項

HX Data Platform インストーラタスク

HX Data Platformインストーラは、次のタスクを実行します。

•ハイパーバイザの設定。

• ESXiホストの準備。

•ストレージコントローラ VMの導入。

•確認検査の実行。

•クラスタ作成ステータスの表示。

インストーラのナビゲーション支援ボタン

•設定のエクスポート（ExportConfiguration）：下向きの矢印アイコンをクリックすると、JSON
設定ファイルをダウンロードできます。

•テクニカルサポート（Tech Support）：疑問符アイコンをクリックして、HyperFlex Data
Platformソフトウェアバージョンに関連する詳細を表示します。Cisco TAC用にテクニカル
サポートバンドルを作成するには、[新しいバンドルの作成（Create New Bundle）]をクリッ
クします。

•変更の保存（SaveChanges）：円のアイコンをクリックすると、HyperFlexクラスタ設定パラ
メータに加えられた変更を保存できます。

•設定（Settings）：歯車のアイコンをクリックすると、[初めからやり直す（Start over）]また
は [ログアウト（Log Out）]を実行できます。

説明

•完全なクラスタの作成ワークフローが選択された場合、UCS Managerの設定に基づいて、
VLANが自動的に ESXiに設定されます。

•導入とクラスタ作成のみが選択されている場合には、管理ネットワークとデータネットワー
クの VLAN IDを入力できます。

警告およびエラーメッセージ

• UCSMの設定とハイパーバイザの設定は正常に完了したものの、導入またはクラスタ作成は
失敗した：[設定アイコン（Settings Icon）] > [初めからやり直す（Start Over）]をクリックし
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ます。[操作内容を理解しているのでワークフローをカスタマイズします（I know what I'm
doing, let me customize my workflow）]を選択すると、障害が発生した時点からクラスタの設
定を開始できます。

•値の再入力のために戻ると、IPアドレス画面が空白になっている：IPアドレスを手動で追加
します。このページの [サーバの追加（Add Server）]をクリックすると、クラスタに含める
サーバをそれぞれ追加し、すべての IPアドレスを再入力できます。

• DNSがインストーラVMに正しく設定されていない（SSOエラー）ときに、サーバ到達可能
性の問題が見られる：[SSO]フィールドを手動で編集し、FQDNの代わりに IPアドレスを使
用するか、DNS設定をトラブルシューティングして修正します。

•別のクラスタを作成するときに、Cisco HyperFlexバージョンに一致する Cisco UCS Manager
バージョンが選択されるようにする：一致するバージョンが選択されない場合は、正しい

バージョンを手動で入力します。

現在の互換性マトリックスについては、『CiscoHXData Platformのリリースノート』のソフ
トウェアバージョンの表を参照してください。
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第 6 章

HyperFlex Data Platform でのスマートライセ
ンスの設定

• スマートライセンスと HyperFlex, 73 ページ

スマートライセンスと HyperFlex
シスコスマートソフトウェアライセンシング（スマートライセンス）は新しいインテリジェン

トなソフトウェアライセンス管理ソリューションで、組織全体でライセンスを調達、導入、管理

するなど、時間のかかる手動のライセンスタスクを自動化します。どのようなライセンスをどの

ように使用しているかを把握できるように、ライセンスの所有権および消費状況を可視化します。

スマートライセンスにより、会社全体でライセンスがプールされます。サーバベースのライセン

スまたはスマートライセンスは、会社が所有する互換性のあるデバイスで使用できるように、デ

バイスにノードロックされません。仮想アカウントを使用して会社のライセンスと製品インスタ

ンスをたとえば事業部門や製品タイプや ITグループ別に論理エンティティに編成すると、仮想ア
カウント間でデバイスとライセンスを簡単に転送できるようになります。

スマートライセンス機能は、Cisco HyperFlexと統合されており、HXストレージクラスタを作成
するとすぐに自動的に有効になります。この時点で、スマートライセンスは有効になっています

が、HXストレージクラスタは未登録であり、90日の評価期間にあるか、評価モードになってい
ます。HXストレージクラスタによるライセンス消費の報告を開始するには、Ciscoスマートア
カウントを通じて、そのクラスタを Cisco Smart Software Manager（SSM）に登録する必要があり
ます。スマートアカウントは、会社全体でシスコのソフトウェアライセンスおよび製品インスタ

ンスを完全に可視化し、それらへのアクセスを制御するクラウドベースのリポジトリです。登録

の有効期間は 1年です。

登録すると、スマートアカウント側で HyperFlexを識別し、ライセンスの使用状況を Cisco Smart
Software Managerに報告できます。登録後、HyperFlexはライセンスの使用状況を次のステータス
とともに Cisco Smart Software Managerに報告します。

•適合（In Compliance）：ライセンスの消費数は、所有数を下回っています。

•不適合（Out of Compliance）：ライセンスの消費数は、所有数を上回っています。
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シスコは、デバイスが不適合であっても、お客様のネットワークに干渉する

こともシャットダウンすることもありません。

重要

登録後、通信メッセージは Cisco Smart Software Manager側で HyperFlexを識別するために使用す
る証明書によって署名されます。HyperFlexは、次の要求を自動的に送信します。

• 6ヵ月ごとの更新登録要求。自動登録更新が行われない場合は、stcli license renew idコ

マンドを使用して手動で更新します。

•スマートライセンスでは、30日ごとの更新承認要求が必要です。自動承認更新が行われな
い場合は、stcli license renew authコマンドを使用して手動で更新します。更新を試みた

ときに接続が利用できない場合か、更新時間が接続時間帯外である場合にのみ、スマートラ

イセンス承認を手動で更新する必要があります。

•また、更新承認要求は、ライセンス消費が変わるたびに、Cisco Smart Software Managerに送
信されます。この承認の有効期間は 90日です。HyperFlexが 90日の間にCisco Smart Software
Managerに問い合わせて自身の承認を更新しなかった場合、HyperFlexで消費されているライ
センスは回収され、プールに戻されます。

スマートライセンスおよび Cisco Smart Software Manager サテライトコンポーネント

インターネット接続を使用してインストールベースを管理しないようにするか、それが許可され

ていない場合は、Cisco Smart Software Managerサテライトコンポーネントをオンプレミスでイン
ストールし、Cisco Smart Software Manager機能のサブセットを使用してライセンスをローカルに
（オフラインで）ほぼリアルタイムで管理できます。Cisco Smart Software Managerサテライトコ
ンポーネントのダウンロードについては、『Smart Software Managerサテライト』を参照してくだ
さい。HyperFlex用に Cisco Smart Software Managerサテライトを設定するには、HX Data Platform
CLIから次のコマンドを実行します。
stcli services sch set --portal-url
http://<satellite-host>/Transportgateway/services/DeviceRequestHandler --email
<user-email-address>

Cisco Smart Software Managerサテライトコンポーネントは、30日ごとに Cisco Smart Software
Managerと同期する必要があります。同期には次の 2つのオプションがあります。

• VMをダウンロードしてサテライトコンポーネントを Cisco Smart Software Managerに（オフ
ラインまたはオンラインで）登録し、データと Cisco Smart Software Managerデータベースを
定期的な間隔で自動的に同期します。

•同期ファイルを手動でダウンロードします。

スマートライセンスへのクラスタの登録

スマートライセンスはインストールしません。スマートライセンスは自動的にHXストレージク
ラスタと統合し、デフォルトでは有効です。HXストレージクラスタはスマートライセンスでは
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登録されておらず、90日間評価モードです。90日以内に、HXストレージクラスタを登録して準
拠させる必要があります。

はじめる前に

• HXストレージクラスタが HyperFlex Data Platform 2.5（1a）移行を実行していることを確認
します。

•スマートライセンスの使用を開始する前には、Ciscoスマートアカウントを持っている必要
があります。スマートアカウントは発注時に作成（または選択）できます。または長期では

スマートアカウントを発注外で作成して、新規または既存のライセンスを追加することもで

きます。

スマートアカウントを作成するには、[Cisco Software Central] > [スマートアカウントの申請
（Request a Smart Account）]（https://webapps.cisco.com/software/company/smartaccounts/
home?route=module/accountcreation）を参照してください。

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。
ステップ 2 スマートライセンスモードで HXストレージクラスタを確認します。

# stcli license show status

フィードバックには [スマートライセンスは有効です（Smart Licensing is ENABLED）]、[ステータス：未
登録（Status: UNREGISTERED）]と表示され、90日の評価期間の残り時間（日、時、分、秒）が表示さ
れます。スマートライセンスの評価期間は、HXストレージクラスタでライセンス機能を使用し始めたと
きに開始され、更新はできません。評価期間の期限が切れた後に、スマートエージェントは通知を送信し

ます。

ステップ 3 Cisco Software Central（https://software.cisco.com/）にナビゲートし、スマートアカウントにログインしま
す。

ステップ 4 Cisco Smart Software Managerから、登録トークンを生成します。
a) [ライセンス（License）]ペインで、[スマートソフトウェアライセンス（Smart Software Licensing）]を
クリックして、Cisco Smart Software Managerを開きます。

b) [Inventory]をクリックします。
c) HXストレージクラスタを登録するバーチャルアカウントから、[全般（General）]をクリックして、

[新しいトークン（New Token）]をクリックします。
d) [登録トークンの作成（CreateRegistrationToken）]ダイアログボックスで、次を実行して、[トークンの
作成（Create Token）]をクリックします。

•トークンの簡潔な [説明（Description）]を追加します。

•トークンをアクティブであり他の製品で使用できるようにする日数を入力します。最大= 365日

• [このトークンに登録された製品の輸出規制された機能を許可する（Allow export-controlled
functionality on the products registered with this token）]をオンにします。
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e) [新しいトークン（New ID Token）]行から、[アクション（Actions）]ドロップダウンリストをクリッ
クし、[コピー（Copy）]をクリックします。

ステップ 5 コントローラ VMにログインします。
ステップ 6 HXストレージクラスタを登録します。 idtoken-stringは、Cisco Smart Software Managerからの [新しい ID

トークン（New ID Token）]です。
# stcli license register --idtoken idtoken-string

ステップ 7 HXストレージクラスタが登録されていることを確認します。
# stcli license show summary

別の方法として、HXストレージクラスタが登録されていることは、[Cisco Smart Software Manager] > [イ
ンベントリ（Inventory）] > [製品インスタンス（Product Instances）]で確認できます。

例：
root@SpringpathController8OIW1HJOKW:~# stcli license show summary

Smart Licensing is ENABLED

Registration:
Status: REGISTERED
Smart Account: Corp X HyperFlex License
Virtual Account: west-region
Last Renewal Attempt: None
Next Renewal Attempt: Aug 1 17:47:06 2017 PDT

License Authorization:
Status: AUTHORIZED
Last Communication Attempt: SUCCEEDED
Next Communication Attempt: Mar 4 16:47:11 2017 PST

License Usage:
License Entitlement Tag

Count Status

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

Cisco Vendor String XYZ
regid.2016-11.com.cisco.HX-SP-DP-S001,1.0_1c06ca12-18f2-47bd-bcea-518ab1fd4520 3 InCompliance

   Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
76

HyperFlex Data Platform でのスマートライセンスの設定
スマートライセンスへのクラスタの登録



スマートライセンス承認の更新

はじめる前に

• HXストレージクラスタがスマートライセンスに次のコマンドを使用して登録されているこ
とを確認します。

# stcli license show status

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。
ステップ 2 次のコマンドを使用してスマートライセンス承認を更新します。

# stcli license renew id
# stcli license renew auth

ステップ 3 HXストレージクラスタが更新され、承認されていることを確認します。
# stcli license show summary

スマートライセンスからのクラスタの登録解除

ライセンスを解放してプールに戻して別の HXストレージクラスタで使用されるようにするか、
または Cisco Smart Software Managerの登録を削除する場合（たとえばクラスタをデコミッション
する場合）には、HXストレージクラスタを登録解除します。HXストレージクラスタを登録解
除すると、HyperFlexは評価期間が残っていれば評価モードで実行します。そうでない場合は、
HyperFlexは評価の有効期限切れの状態になります。

スマートエージェントはライセンスクラウドにアクセスし、それ自体を登録解除します。プラッ

トフォームのすべてのスマートライセンス資格と証明書が削除されます。信頼されているストア

のすべての証明書と登録情報が削除されます。スマートエージェントは登録解除のためにシスコ

に通信できない場合でも登録解除できます。スマートライセンスを再び使用することが必要にな

る場合、HXストレージクラスタを再登録します。スマートライセンスへのクラスタの登録, （
74ページ）を参照してください。

はじめる前に

• HXストレージクラスタがスマートライセンスに次のコマンドを使用して登録されているこ
とを確認します。

# stcli license show status

ステップ 1 コントローラ VMにログインします。
ステップ 2 スマートライセンスから HXストレージクラスタを登録解除します。

# stcli license deregister
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ステップ 3 HXストレージクラスタが登録解除されたことを確認します。
# stcli license show summary
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第 7 章

クラスタ設定後のタスク

• クラスタ設定後のガイドライン, 79 ページ

• インストール後のスクリプトの実行, 80 ページ

• ESXiホストルートパスワードの変更, 83 ページ

• ストレージコントローラパスワードの変更, 83 ページ

• vSphereを介した HXデータプラットフォームプラグインへのアクセス, 84 ページ

• ストレージクラスタでのデータストアの追加, 84 ページ

• HAハートビートの設定, 85 ページ

• HyperFlexの Auto Supportと Smart Call Home, 86 ページ

• プライベート VLANの追加, 92 ページ

• 分散型仮想スイッチ（DVS）と Cisco Nexus 1000v（N1Kv）, 96 ページ

• HX Data Platformでの vCenterのホスト, 98 ページ

クラスタ設定後のガイドライン

重要 • SSHをすべての ESXiホストで有効なままにします。これは、次の Cisco HyperFlexクラ
スタ設定後操作に必要です。

• HX Data Platformで使用される ESXiバージョンの場合、ESXiのチューニングや設定は
HyperFlex Data Platformに合わせて最適化されています。ESXiのチューニングを変更する
必要がある場合は、TACに連絡して指示を受けてください。
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インストール後のスクリプトの実行
インストーラ VM上でインストール後のスクリプトを実行して、インストール後のタスクを完了
します。スクリプトは、すべてのネットワークインターフェイス（管理、vMotion、およびスト
レージネットワーク）にpingを実行して、ファブリックに完全に到達できることを確認します。
また、ノースバウンドスイッチで VLANのタギングが正しいことと、ジャンボフレーム設定を
検証します。

1 Webブラウザから、http://<installer VM IP>/msshにアクセスします。

2 インストーラ VMのルートクレデンシャルでログインします。

3 post_installと入力し、Enterを押します。

注目 • post_installスクリプトは、ノースバウンドスイッチ経由で強制的に接続を確立します。
ネットワークが正しく設定されていない場合は、1つのノードがクラスタ内で接続を一時
的に失う可能性があります。テストが完了すると、設定が元に戻ります。

• HyperFlexシステムを導入したら、すぐに post_installを実行し、ネットワークが動作する
ことを確認します。

•アップストリームネットワークを以前に検証したことがある場合を除き、実稼働システ
ムでこのスクリプトを実行しないでください。

• Webベースの SSHがロードされていない場合、優先クライアントを使用してインストー
ラ VMに SSHで接続し、post_installスクリプトを実行します。

4 次の表に指定しているように、パラメータを設定します。

表 4：インストール後のスクリプトのパラメータ

説明パラメータ

ベストプラクティスに従って vSphere高可用
性（HA）機能を有効にします。

クラスタで HA/DRSを有効にするか（Enable
HA/DRS on cluster?）

vCenterでSSHとシェルの警告を抑制します。
HyperFlexシステムを適切に機能させるには、
SSHを有効のままにしておく必要があります。

SSH警告を無効にするか（Disable SSH
warning?）

ベストプラクティスに従って vMotionイン
ターフェイスを設定します。IP addressと
VLAN IDの入力は必須です。

vMotionインターフェイスを追加する（Add
vMotion interfaces）
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説明パラメータ

Cisco UCS Managerおよびすべてのクラスタ
ホスト上の ESXi内にゲスト VLANを追加す
るために使用します。

VMネットワークVLANを追加する（AddVM
network VLANs）

ESXiホストでNTPを設定し、有効にします。ESXiホストでNTPを有効にする（EnableNTP
on ESXi hosts）

寛容モードはDefaultになりました。Yを押し
て処理を続行します。

寛容モードを有効にする（Enable Lenient
Mode?）

SMTPメールサーバと自動サポートパラメー
タが設定されている場合は、SMTPリレーが
動作していることを確認するためにテスト

メールが送信されます。

テストメールを送信する（Send test email?）

5 ネットワークエラーが報告された場合には修正します。

サンプルのインストール後のスクリプト

root@Cisco-HX-Data-Platform-Installer:~# post_install
Setting ESX hosts from HX cluster...
vCenter URL: 172.26.17.177
Enter vCenter username (user@domain): administrator@vsphere local
vCenter password:
Found datacenter RTP-DC
Found cluster HX-Cluster

Enable HA/DRS on cluster? (y/n) y

Disable SSH warning? (y/n) y

configure ESXi logging onto HX datastore? (y/n) y
No datastores found
Creating datastore...
Name of datastore: HX-Logs
size (6B): 50
Storing logs on datastore HX-Logs
Creating folder [HX-Logs]/esxi_logs

Add vmotion interfaces? (y/n) y
Netmask for vMotion: 255.255.255.0
VLAN ID: (0-4096) 3093
vMotion IP for esx-hx-6.cpoc-rtp.cisco.com: 192.168.11.154
Adding vmKernel to esx-hx-6.cpoc-rtp.cisco.com
vMotion IP for esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com: 192.168.11.151
Adding vmotion to esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com
Adding vmKernel to esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com
vMotion IP for esx-hx-5 .cpoc- rtp.cisco.com: 192.168.11.153
Adding vmKernel to esx-hx-5.cpoc-rtp.cisco.com
vMotion IP for esx-hx-2.cpoc- rtp.cisco.com: 192.168.11.152
Adding vmKernel to esx-hx-2.cpoc-rtp.cisco.com

Add VM network VLANs? (y/n) n

Enable NTP on ESX hosts? (y/n) y
Starting ntpd service on esx-hx-6.cpoc-rtp.cisco.com
Starting ntpd service on esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com
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Starting ntpd service on esx-hx-5.cpoc-rtp.cisco.com
Starting ntpd service on esx-hx-2.cpoc-rtp.cisco.com

Enable Lenient Mode? (y/n) y
Lenient mode is already set

Send test email? (y/n) n

Validating cluster health and configuration...
Found UCSM hyper-ucs.cpoc-rtp.cisco.com, logging with username admin. Org is hx-cluster
UCSM Password:

Checking MTU settings
pinging 192.168.16.164 from vmk1
pinging 192.168.10.161 from vmk1
pinging 192.168.16.163 from vmk1
pinging 192.168.1(3.162 from vmk1
Setting vnic2 to active and vmic3 to standby
Pinging 192.168.10.164 from vmk1
pinging 192.168.16.164 with mtu 8972 from vmkl
Pinging 192.168.10.161 from vmk1
pinging 192.168.10.161 with mtu 8972 from vmkl
pinging 192.168.16.163 from vmk1
pinging 192.168.10.163 with mtu 8972 from vmkl
pinging 192.168.10.162 from vmk1
pinging 192. 168.16. 162 with mtu 8972 from vmkl
Setting vmnic3 to active and vnic2 to standby
pinging 172.26.17.154 from vmk0
pinging 172.26.17 .151 from vmk0
pinging 172.26.17.153 from vmk0
Pinging 172.26.17.152 from vmk0
Setting vnicl to active and vmnic0 to standby
pinging 172.26.17.154 from vmk0
Pinging 172.26.17.151 from vmk0
pinging 172.26.17.153 from vmk0
pinging 172.26.17.152 from vmk0
Setting vmnic0 to active and vnicl to standby
pinging 192.168.11.154 from vmk2
pinging 192.168.11.151 from vmk2
pinging 192.168.11.153 from vmk2
pinging 192.168.11.152 from vmk2
Setting vnic7 to active and vmnic6 to standby
pinging 192.168.11.154 from vmk2
pinging 192.168.11.154 with mtu 8972 from vmk2
pinging 192.168.11.151 from vmk2
pinging 192.168.11.151 with mtu 8972 from vmk2
Pinging 192.168.11.153 from vmk2
pinging 192.168.11.153 with mtu 8972 from vmk2
pinging 192.168.11.152 from vmk2
pinging 192.168.11.152 with mtu 8972 from vmk2
Setting vmnic6 to active and vnic7 to standby

サンプルのネットワークエラー

Host: esx-hx-5.cpoc-rtp.cisco.com
Np errors found

Host: esx-hx-6.cpoc-rtp.clsco.com
No errors found

Host: esx-hx-l.cpoc-rtp.cisco.com
No errors found

Host: esx-hx-2.cpoc-rtp.cisco.com
No errors found

controller VM clocks:
stctlVM-FCH1946V34Y - 2016-09-16 22:34:04
stCtlVM-FCH1946V23M - 2016-09-16 22:34:04
stctIVM-FCH1951V2TT - 2016-09-16 22:34:04
stctlVM-FCH2004VINS - 2016-09-16 22:34:04
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Cluster:
Version - 1.8.1a-19499
Model - HX220C-M4S
Health - HEALTHY
Access policy - LENIENT
ASUP enabled - False
SMTP server - smtp.cisco.com

ESXi ホストルートパスワードの変更
インストール後のデフォルトのESXiルートパスワードを変更するには、次の手順を実行します。

ESXiルートパスワードを忘れた場合は、パスワードの復旧について Cisco TACにお問い合わ
せください。

（注）

ステップ 1 SSHを使用して ESXiホストサービス制御にログインします。
ステップ 2 ルート権限を取得します。

su -

ステップ 3 現在のルートパスワードを入力します。

ステップ 4 ルートパスワードを変更します。
passwd root

ステップ 5 新しいパスワードを入力し、[Enter]キーを押します。確認のためにパスワードを再入力します。
2回目に入力したパスワードが一致しない場合は、最初からやり直す必要がありま
す。

（注）

ストレージコントローラパスワードの変更
インストール後に HyperFlexストレージコントローラのパスワードをリセットするには、次の手
順を実行します。

ステップ 1 ストレージコントローラ VMにログインします。
ステップ 2 HyperFlexストレージコントローラのパスワードを変更します。

# stcli security password set

このコマンドによって、変更がストレージクラスタ内のすべてのコントローラ VMに適用されます。

unixパスワードコマンドを使用しないでくださ
い。

（注）
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ステップ 3 新しいパスワードを入力します。

ステップ 4 Enterキーを押します。

vSphere を介した HX データプラットフォームプラグイ
ンへのアクセス

GUIを介してストレージクラスタを管理するには、vSphere Webクライアントを起動します。
vSphere Webクライアントおよび HXデータプラットフォームプラグインを使用してストレージ
クラスタにアクセスします。

ステップ 1 HXデータプラットフォームインストーラから、インストールの完了後に、[概要（Summary）]ページで
[vSphere Web Clientの起動（Launch vSphere Web Client）]をクリックします。

ステップ 2 ログインページが表示され、[vSphere Web Clientへのログイン（Login to vSphere Web Client）]をクリック
して、vSphereクレデンシャルを入力します。

ステップ 3 HXデータプラットフォームプラグインが表示されます。
vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenterインベントリリスト（vCenter Inventory Lists）] >
[Cisco HyperFlex Systems] > [Cisco HXデータプラットフォーム（Cisco HXData Platform）]を選択します。

ストレージクラスタでのデータストアの追加
新しい HyperFlexクラスタでは、仮想マシンストレージ用のデフォルトデータストアが設定され
ていないため VMware vSphere Webクライアントを使用してデータストアを作成する必要があり
ます。
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高可用性を実現するために、最低 2つのデータストアを作成することを推奨します。（注）

ステップ 1 vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenterインベントリリスト（vCenter Inventory Lists）]で、
[Cisco HyperFlex Systems] > [Cisco HXデータプラットフォーム（Cisco HX Data Platform）] > [クラスタ
（cluster）] > [管理（Manage）] > [データストア（Datastores）]の順に選択します。

ステップ 2 [データストアの作成（Create Datastore）]アイコンをクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]にデータストアの名前を入力します。vSphere Webクライアントでは、データストア名に

42文字の制限が適用されます。各データストアに固有の名前を割り当てます。
ステップ 4 データストアの [サイズ（Size）]を指定します。ドロップダウンリストから、[GB]または [TB]を選択し

ます。[OK]をクリックします。
ステップ 5 更新ボタンをクリックして、新しいデータストアを表示します。

ステップ 6 [ホスト（Hosts）]タブをクリックして、新しいデータストアの [マウントステータス（Mount Status）]を
表示します。

HA ハートビートの設定
vSphere HAの設定では、使用可能なデータストアのリストから任意のデータストアを選択できる
ように、[ハートビーティングのデータストア（Datastore forHeartbeating）]オプションを設定しま
す。

ステップ 1 vSphereにログインします。
ステップ 2 DRSが有効になっていることを確認します。

vSphereから、[ホーム（Home）] > [vCenterインベントリリスト（vCenter Inventory Lists）][リソース
（Resources）] > [クラスタ（Clusters）][ストレージクラスタ（Storage cluster）] > [管理（Manage）][設定
（Settings）] > [サービス（Services）]を順に選択します。[vSphere DRS]をクリックします。

ステップ 3 [vSphere HAによるクラスタの設定の編集（vSphere HA Edit Cluster Settings）]が表示されます。[vSphere
HA]をクリックします。[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 選択されていなければ、[vSphere HAをオンにする（Turn on vSphere HA）]を選択します。
ステップ 5 [アドミッション制御（Admission Control）]を展開し、[ストレージクラスタリソースのパーセンテージ

を予約してフェールオーバーキャパシティを定義する（Define Failover capacity by reserving a percentage of
the storage cluster resources）]を選択します。パーセンテージを割り当てます。

ステップ 6 [ハートビーティングのデータストア（Datastore for Heartbeating）]を展開し、[指定されたリストからデー
タストアのみを使用（Use datastore only from the specified list）]を選択します。[OK]をクリックします。
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HyperFlex の Auto Support と Smart Call Home
HXストレージクラスタを構成して、文書化されたイベントに関する自動化された電子メール通
知を送信することができます。通知内の収集されたデータを使用して、HXストレージクラスタ
の問題のトラブルシューティングに役立てることができます。

自動サポート（ASUP）

自動サポートは、HX Data Platformを通じて提供されるアラート通知サービスです。自動サポー
トを有効にすると、HX Data Platformから、指定されたメールアドレスまたは通知を受信したい
電子メールエイリアスに通知が送信されます。通常、自動サポートは、HXストレージクラスタ
の作成時に SMTPメールサーバを構成して電子メールの受信者を追加することによって構成され
ます。

構成中に [自動サポートを有効にする（Enable Auto Support）]チェックボックスが選択されてい
ない場合、次の方法を使用して自動サポートをクラスタの作成後に有効にすることができます。

次の項を参照してくださいこのクラスタ ASUP 構成後の方法の場合

HX Connectを使用した自動サポートの構成, （
87ページ）

HX Connectユーザインターフェイス

CLIを使用した通知設定の構成, （88ページ）コマンドラインインターフェイス（CLI）

Cisco HyperFlexは Cisco DevNetでの REST API
をサポートします。

REST API

自動サポートは、監視ツールに HXストレージクラスタを接続するためにも使用できます。

Smart Call Home（SCH）

Smart Call Homeは、HXストレージクラスタを監視し、ビジネスの運営に影響をおよぼす前に問
題にフラグ付けして解決を開始する、自動化されたサポート機能です。これにより高いネットワー

ク可用性と運用効率の向上をもたらします。

Call Homeは、さまざまな障害や重要なシステムイベントを検出してユーザに通知する、Ciscoデ
バイスのオペレーティングシステムに埋め込まれている製品機能です。Smart Call Homeは、基本
的な Call Home機能を強化するための自動化と便利な機能を追加します。Smart Call Homeを有効
にすると、Smart Call Homeに Call Homeメッセージ/アラートが送信されます。

Smart Call Homeは Ciscoの多くのサービス契約に含まれており、次が含まれます。

•自動化された、24時間の機器監視、プロアクティブな診断、リアルタイムの電子メールア
ラート、サービスチケットの通知、および修復の推奨。

•プロアクティブなメッセージングは、Call Home診断とインベントリアラームをキャプチャ
および処理することによって、指定された連絡先に送信されます。これらの電子メールメッ
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セージには、自動的に作成された場合に Smart Call Homeポータルと TACケースへのリンク
が含まれています。

• Cisco Technical Assistance Center（TAC）からの優先サポートです。Smart Call Homeでは、ア
ラートが十分に重大な場合、TACケースが自動的に生成され、デバッグおよび他のCLI出力
が添付されて、https経由で適切なサポートチームにルーティングされます。

•カスタマイズされたステータスレポートおよびパフォーマンス分析。

•次に対するWebベースのアクセス：1箇所における修復のためのすべての Call Homeメッ
セージ、診断、および推奨、TACケースのステータス、すべての Call Homeデバイスの最新
のインベントリおよび構成情報。

HXストレージクラスタ、あなた、そしてサポートの間で自動通信を確保するには、データコレ
クションの Smart Call Homeの構成, （89ページ）を参照してください。

HX Connect を使用した自動サポートの構成
一般に、自動サポート（ASUP）は HXストレージクラスタの作成中に設定されます。設定され
なかった場合、HXConnectユーザインターフェイスを使用してクラスタ作成後の設定を有効にす
ることができます。

ステップ 1 HX Connectにログインします。
ステップ 2 バナーで、[設定の編集（Edit settings）]（ギアアイコン）> [自動サポートの設定（Auto Support Settings）]

の順にクリックして次のフィールドに記入します。

基本的な情報UI 要素

次を有効にすることで、この HXストレージクラスタの自宅に発信
を構成します。

•分析のための Cisco TACへのデータ配信。

•プロアクティブサポートの一環としてサポートからの通知。

[サポート自動を有効にする（推
奨）（Enable Auto Support
(Recommended)）]チェックボッ
クス

通知を受信する電子メールアドレスを入力します。[サービスチケット通知を送信
（Send service ticket notifications
to）]フィールド

クラスタ操作に関する情報を収集して報告された異常のトラブル

シューティングを高速化するために、サポートの HXストレージク
ラスタへのアクセスを有効にします。

[リモートサポートを有効にする
（EnableRemote Support）]チェッ
クボックス
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基本的な情報UI 要素

• Webプロキシサーバ

• [ポート（Port）]

• [ユーザ名（Username）]

• [パスワード（Password）]

[プロキシサーバを使用（UseProxy
Server）]チェックボックス

ステップ 3 [OK]をクリックします。
ステップ 4 バナーで、[設定の編集（Edit settings）]（ギアアイコン） > [通知の設定（Notifications Settings）]の順に

クリックして次のフィールドに記入します。

基本的な情報UI 要素

オンにした場合は、次のフィールドを入力します。

•メールサーバアドレス

• [送信元アドレス（From Address）]：サポートサービスチケッ
トの HXストレージクラスタを識別するために使用し、また自
動サポート通知の送信者として使用するメールアドレスを入力

します。現在、サポート情報はこのメールアドレスには送信さ

れません。

•受信者リスト（Recipient list）（カンマ区切り）

[アラームの電子メール通知を送信
（Send email notifications for
alarms）]チェックボックス

ステップ 5 [OK]をクリックします。

CLI を使用した通知設定の構成
HXストレージクラスタからアラーム通知を受信する設定を構成および確認するには、次の手順
を使用します。

ステップ 1 sshを使用して HXストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMにログインします。
ステップ 2 SMTPメールサーバを設定し、設定を確認します。

指定された受信者に電子メール通知を送信するために SMTPメールサーバで使用される電子メールアド
レスです。
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シンタックス：stcli services smtp set [-h] --smtp SMTPSERVER --fromaddress FROMADDRESS

例：

# stcli services smtp set --smtp mailhost.eng.mycompany.com --fromaddress smtpnotice@mycompany.com

# stcli services smtp show

ステップ 3 ASUP通知を有効にします。
# stcli services asup enable

ステップ 4 受信者の電子メールアドレスを追加し、設定を確認します。

電子メール通知を受信する電子メールアドレスまたは電子メールエイリアスのリストです。電子メール

が複数ある場合はスペースで区切ります。

シンタックス：stcli services asup recipients add --recipients RECIPIENTS

例：

# stcli services asup recipients add --recipients user1@mycompany.com user2@mycompany.com
# stcli services asup show

ステップ 5 HXストレージクラスタの eth1:0の IPアドレスを所有しているコントローラ VMから、電子メールにテ
スト ASUP通知を送信します。
# sendasup -t

eth1:0の IPアドレスを所有しているノードを確認するには、sshを使用して HXストレージクラスタの各
ストレージコントローラ VMにログインし、ifconfigコマンドを実行します。他のノードから sendasup

コマンドを実行しても、出力は何も返されず、受信者はテストを受信しません。

HyperFlex 2.0までは、HXストレージクラスタ内のどのノードからでも sendasupコマンドを実

行できました。HyperFlex 2.1以降では機能が変更され、HXストレージクラスタの eth1:0の IP
アドレスを所有しているコントローラ VMでコマンドを実行する必要があります。

（注）

ステップ 6 すべてのストレージコントローラ VMの IPアドレスから電子メールを送信できるように電子メールサー
バを設定します。

ASUPを有効にした後は、ASUPログを含むヘルスチェックメールが、HXストレージクラスタ
内のノードから 1日 1回、および週に 1回、週単位のレポートとして送信されます。1時間に 1
回、HXストレージクラスタ内のノードから Pingメールが送信されます。

データコレクションの Smart Call Home の構成
データコレクションは、デフォルトで有効ですが、インストール時にオプトアウト（無効）する

ことができます。クラスタ作成後のデータコレクションを有効にすることもできます。アップグ

レード中に、SmartCallHomeがレガシー構成に基づいて設定されます。たとえば、stcli services

asup showを有効にすると、アップグレード時に Smart Call Homeが有効になります。

HXストレージクラスタに関するデータコレクションは、httpsを介して Cisco TACに転送され
ます。インストールされているファイアウォールがある場合、Smart Call Homeのプロキシサーバ
の構成は、クラスタ作成の後に完了します。
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HyperFlex Data Platformリリース 2.5(1.a)では、Smart Call Home Service Request（SR）の生成で
プロキシサーバは使用されません。

（注）

Smart Call Homeを使用するには次が必要です。

•対応する Cisco Unified Computing Support Service契約または Cisco Unified Computing Mission
Critical Support Service契約と関連付けられた Cisco.com ID。

•登録されるデバイス用のCiscoUnified Computing Support ServiceまたはCiscoUnified Computing
Mission Critical Support Service。

ステップ 1 HXストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMにログインします。
ステップ 2 サポート付きの HXストレージクラスタを登録します。

HXストレージクラスタを登録すると、収集されたデータに IDを追加し、Smart Call Homeを自動的に有
効にします。HXストレージクラスタを登録するには、電子メールアドレスを指定する必要があります。
登録後、このメールアドレスは、問題があり TACのサービス要求が生成されるたびにサポート通知を受
け取ります。

構文：
stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS

例：

# stcli services sch set --email name@company.com

ステップ 3 HXストレージクラスタからサポートへのデータフローが稼働していることを確認します。
稼働しているデータフローにより、生じる可能性のある問題のトラブルシューティングのサポートに役立

てるための適切な情報が容易に利用できることが保証されます。

# asupcli ping

HXストレージクラスタを HyperFlex 1.7.1から 2.1.1bにアップグレードする場合は、次のコマンドも実行
します。

# asupcli post --type alert

次のエラーが表示される場合はサポートに問い合わせてください。
root@ucs-stctlvm-554-1:/tmp# asupcli post --type alert
/bin/sh: 1: ansible: not found
Failed to post - not enough arguments for format string
root@ucs-stctlvm-554-1:/tmp#

ステップ 4 （省略可能）ポート 443を介した Smart Call Homeのアクセスを有効にするためにプロキシサーバを設定
します。

クラスタの作成後、HXストレージクラスタがファイアウォールの背後にある場合は、Smart Call Homeプ
ロキシサーバを構成する必要があります。サポートは、url: https://diag.hyperflex.io:443エンドポイ

ントでデータを収集します。

1 既存の登録メールとプロキシ設定をすべてクリアします。

# stcli services sch clear
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2 プロキシと登録メールを設定します。

構文：

stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS [--proxy-url PROXYURL] [--proxy-port PROXYPORT]
[--proxy-user PROXYUSER] [--proxy-password PROXYPASSWORD] [--portal-url PORTALURL]

___________________

構文の説明
説明必須またはオプショ

ン

オプション

Ciscoサポートからのメールを受信する人の電子
メールアドレスを追加します。配布リストまた

はエイリアスを使用することを推奨します。

必須--email EMAILADDRESS

代替の Smart Call Homeポータルの URLを指定
します（該当する場合）

オプション--portal-url PORTALURL

HTTPプロキシの URLを指定します（該当する
場合）。

オプション--proxy-url PROXYURL

HTTPプロキシのポートを指定します（該当す
る場合）。

オプション--proxy-port PROXYPORT

HTTPプロキシのユーザを指定します（該当す
る場合）。

オプション--proxy-user PROXYUSER

HTTPプロキシのパスワードを指定します（該
当する場合）。

オプション--proxy-password
PROXYPASSWORD

例：

# stcli services sch set
--email name@company.com
--proxy-url www.company.com
--proxy-port 443
--proxy-user admin
--proxy-password adminpassword

3 プロキシサーバが動作しており、データがHXストレージクラスタからサポートロケーションに流れ
ることを確認するために Pingを送信します。
# asupcli ping
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ステップ 5 Smart Call Homeが有効になっていることを確認します。
Smart Call Homeの設定が setの場合、自動的に有効になります。
# stcli services sch show

Smart Call Homeが無効の場合は手動で有効にします。
# stcli services sch enable

ステップ 6 自動サポート（ASUP）通知を有効にします。
一般に、自動サポート（ASUP）は HXストレージクラスタの作成中に設定されます。設定されなかった
場合、HX Connectまたは CLIを使用してクラスタ作成後の設定を有効にすることができます。詳細につ
いては、HyperFlexの Auto Supportと Smart Call Home, （86ページ）を参照してください。

プライベート VLAN の追加

プライベート VLAN の概要
プライベート VLANでは VLANのレイヤ 2ブロードキャストドメインがサブドメインに分割さ
れるので、スイッチで相互にポートを分離できます。サブドメインは、1つのプライマリ VLAN
と 1つまたは複数のセカンダリVLANで構成されます。プライベートVLANドメインには、プラ
イマリVLANが 1つのみ含まれています。プライベートVLANドメインの各ポートは、プライマ
リ VLANのメンバであり、プライマリ VLANは、プライベート VLANドメイン全体です。

プライベート VLAN ポートの概要

プライベート VLANポートのタイプは、次のとおりです。

•無差別プライマリVLAN：無差別ポートはプライマリVLANに属しています。無差別ポート
は、無差別ポートと関連付けられているセカンダリ VLANに属し、プライマリ VLANと関
連付けられている、すべてのインターフェイスと通信でき、この通信可能なインターフェイ

スには、コミュニティポートと独立ホストポートも含まれます。セカンダリ VLANからの
すべてのパケットがこの VLANを通過します。

•独立セカンダリVLAN：独立ポートは、独立セカンダリVLANに属するホストポートです。
このポートは、関連付けられている無差別ポートと通信できることを除き、同じプライベー

ト VLANドメイン内の他のポートから、完全に隔離されています。

•コミュニティセカンダリ VLAN：コミュニティポートは、コミュニティセカンダリ VLAN
に属するホストポートです。コミュニティポートは、同じコミュニティ VLANにある他の
ポートおよび関連付けられている無差別ポートと通信します。

デフォルトでは、HXの展開後、VMネットワークは通常のVLANを使用します。VMネットワー
クにプライベート VLANを使用する場合は、次の項から設定手順を実行します。

•既存の仮想マシンのないVMネットワークでのプライベートVLANの設定, （93ページ）。
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•既存の仮想マシンがあるVMネットワークでのプライベートVLANの設定, （93ページ）。

既存の仮想マシンのない VM ネットワークでのプライベート VLAN の
設定

ステップ 1 CiscoUCSManagerでプライベートVLANを設定します。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/
ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_
Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)を参照してください。

ステップ 2 アップストリームスイッチでプライベートVLANを設定します。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/
datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/
b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_
NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.htmlを参照してください。

ステップ 3 ESXホストでプライベート VLANを設定します。次を参照してください ESXホストでのプライベート
VLANの設定, （93ページ）

ESX ホストでのプライベート VLAN の設定
ESXホストでプライベート VLANを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから vSphere標準スイッチの VMNICを削除します。
ステップ 2 前の手順で削除した VMNICを使用して新しい vSphere分散スイッチを作成します。
ステップ 3 無差別、独立、およびコミュニティ VLANを作成します。

既存の仮想マシンがある VM ネットワークでのプライベート VLAN の
設定

ステップ 1 CiscoUCSManagerでプライベートVLANを設定します。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/
ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_
Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)を参照してください。

ステップ 2 アップストリームスイッチでプライベートVLANを設定します。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/
datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html#task_F2EAE343E6894F12877F7192DEFB64B6)
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/6-x/layer2/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.html


b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_
NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_chapter_0101.htmlを参照してください。

ステップ 3 ESXホストでプライベート VLANを設定します。次を参照してください ESXホストでのプライベート
VLANの設定, （93ページ）

ステップ 4 vSphere標準スイッチから新しく作成された vSphere分散スイッチに VMを移行します。
a) vCenter仮想マシンを右クリックして、[仮想マシンネットワーキングの移行（Migrate Virtual Machine

Networking）]をクリックします。
b) ドロップダウンリストから、[送信元ネットワーク（source network）]および [送信先ネットワーク
（destination network）]を選択します。

c) [次へ（Next）]をクリックします。
d) 移行する仮想マシンを選択します。
e) [終了（Finish）]をクリックします。

ステップ 5 VMのネットワークアダプタのネットワーク接続をプライベート VLANに変更します。
a) vCenter仮想マシンを右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）]をクリックします。
b) [ハードウェア（Hardware）]タブから、変更するネットワークアダプタを選択します。
c) [ネットワークラベル（Network Label）]ドロップダウンリストから、使用するネットワーク接続を選
択します。

d) [OK]をクリックします。

vSphere 標準スイッチでの VMNIC の削除

ステップ 1 VMware vSphereクライアントにログインします。
ステップ 2 [ホーム（Home）] > [ホストとクラスタ（Hosts and Clusters）]を選択します。
ステップ 3 VMNICを削除する ESXホストを選択します。
ステップ 4 [設定（Configuration）]タブを開きます。
ステップ 5 [ハードウェア（Hardware）]で [ネットワーキング（Networking）]をクリックします。
ステップ 6 vmincを削除する vSwitchの横にある [プロパティ（Properties）]をクリックします。
ステップ 7 [ネットワークアダプタ（Network Adapters）]タブをクリックします。
ステップ 8 削除する vmincを選択し、[削除（Remove）]をクリックします。
ステップ 9 [はい（Yes）]をクリックして、選択内容を確認します。
ステップ 10 [閉じる（Close）]をクリックします。
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vSphere 分散スイッチの作成

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから、[インベントリ（Inventory）] > [ネットワーキング（Networking）]を
選択します。

ステップ 2 dvSwitchを右クリックして、[新しい vSphere分散スイッチ（New vSphere Distributed Switch）]をクリック
します。

ステップ 3 [vSphere分散スイッチの作成（Create vSphere Distributed Switch）]ダイアログボックスで、[vSphere分散ス
イッチのバージョン：6.0.0（vSphere Distributed Switch Version: 6.0.0）]を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 5 [一般プロパティ（General Properties）]タブで、次の項目を指定します。

• [名前（Name）]

• [アップリンクポートの数（Number of uplink ports）]

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [ホストと物理アダプタの追加（Add Hosts and Physical Adapters）]で、[今すぐ追加（Add Now）]を選択し

ます。

ステップ 8 目的の ESXホストの下で、[物理アダプタ（Physical Adapters）]を選択します。
ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 [終了（Finish）]をクリックします。

デフォルトのポートグループが作成されます。

vSphere 分散スイッチでのプライベート VLAN の作成

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから、[インベントリ（Inventory）] > [ネットワーキング（Networking）]を
選択します。

ステップ 2 dvSwitchを右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）]をクリックします。
ステップ 3 [プライベート VLAN（Private VLAN）]タブを選択します。
ステップ 4 [プライマリプライベート VLAN ID（Primary private VLAN ID）]タブで、プライベート VLAN IDを入力

します。

ステップ 5 [セカンダリプライベート VLAN ID（Secondary private VLAN ID）]タブで、プライベート VLAN IDを入
力します。

ステップ 6 [タイプ（Type）]ドロップダウンリストから、VLANのタイプを選択します。次のいずれかを設定できま
す。
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•隔離（Isolated）

•コミュニティ（Community）

無差別プライベート VLANが自動的に作成されま
す。

（注）

ステップ 7 [OK] をクリックします。

分散ポートグループでのプライベート VLAN の設定

はじめる前に

vSphere分散スイッチでプライベート VLANを作成します。

ステップ 1 [dvSwitch]の下の [dvPortGroup]を右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）]をクリックします。
ステップ 2 [ポリシー（Policies）] > [VLAN]をクリックします。
ステップ 3 [VLANタイプ（VLAN type）]ドロップダウンリストから [プライベート VLAN（Private VLAN）]を選択

します。

ステップ 4 [プライベート VLANエントリ（Private VLAN Entry）]ドロップダウンリストから、プライベート VLAN
のタイプを選択します。次のいずれかを設定できます。

•無差別（Promiscuous）

•隔離（Isolated）

•コミュニティ（Community）

コミュニティプライベート VLANが推奨されま
す。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。

分散型仮想スイッチ（DVS）と Cisco Nexus 1000v（N1Kv）
分散型スイッチを導入する際の検討事項
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（注） •分散型仮想スイッチまたは Cisco Nexus 1000v（NK1v）の使用はオプションであり、必須
ステップではありません。

• vMotionネットワーク用の DVSは、ご使用の環境に vSphere用の Enterprise Plusライセン
スがある場合にのみ使用できます。

•同時に使用できるスイッチは、常にこの 2つのうちのいずれか 1つだけです。

• HyperFlexと Nexus 1000vの Quality of Service（QoS）間で矛盾が生じる可能性がありま
す。N1KvのQoSクラスがHyperFlexポリシーに従って設定されるようにしてください。
『ネットワークとストレージ管理ガイド』の「QoSポリシーの作成」を参照してくださ
い。

• N1Kvスイッチを導入する場合は、説明のとおりに設定を適用し、HyperFlexホスト間の
トラフィックが FI上を定常状態でローカルに流れるようにします。正確に設定されてい
ないと、ほとんどのトラフィックがアップストリームスイッチを経由し、それによって

遅延が生じる状態になる可能性があります。このような事態を避けるには、ストレージ

コントローラ、管理ネットワーク、および vMotionポートグループをアクティブ/スタン
バイ構成で設定し、フェールオーバーを有効にしてください。

1 UCSManagerを使用して、[ネットワーク制御ポリシー（NetworkControl Policy）]にリ
ンクステータスを設定します。詳細については、『Cisco UCS Manager GUI設定ガイ
ド』の「ネットワーク制御ポリシーの設定」の項を参照してください。

2 vCenterで vSwitchのプロパティを設定します。

a. [ネットワーク障害保護（NetworkFailureDetection）]を [リンクステータスのみ（Link
Status only）]に設定します。

b. [フェールバック（Failback）]を [はい（Yes）]に設定します。詳細については、
『Cisco UCS Manager VM-FEX for VMware設定ガイド』の「VMware用の VM-FEXの
設定」の項を参照してください。

分散スイッチにより、各ノードが同じ構成を使用することになります。これにより、トラフィッ

クに優先順位を付け、アクティブな vMotionトラフィックがないときに使用可能な帯域幅を他の
ネットワークストリームに効果的に利用できるようになります。

HyperFlex（HX）データプラットフォームは、HyperFlex非依存ネットワークに分散型仮想スイッ
チ（DVS）ネットワークを使用できます。

これらの HX非依存ネットワークには次のものがあります。

• VMware vMotionネットワーク

• VMwareアプリケーションネットワーク

HXデータプラットフォームには依存関係があり、次のネットワークが標準の vSwitchを使用し
ます。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ストレージコントローラ管理ネットワーク
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• vswitch-hx-inband-mgmt：管理ネットワーク

• vswitch-hx-storage-data：ストレージハイパーバイザデータネットワーク

• vswitch-hx-storage-data：ストレージコントローラデータネットワーク

HXデータプラットフォームのインストール時に、すべてのネットワークが標準の vSwitchネッ
トワークで設定されます。ストレージクラスタが設定された後、HX非依存ネットワークを DVS
ネットワークに移行できます。次に例を示します。

• vswitch-hx-vm-network：VMネットワーク

• vmotion：vmotion pg

分散型仮想スイッチに vMotionネットワークを移行する方法の詳細については、『ネットワーク
とストレージ管理ガイド』の「分散型仮想スイッチ（DVS）または Cisco Nexus 1000v（N1Kv）へ
の vMotionネットワークの移行」を参照してください。

HX Data Platform での vCenter のホスト
HyperFlexクラスタへの vCenterの導入をサポートするには、いくつかの制約事項が伴います。詳
細については TechNoteを参照してください。

さらにサポートが必要な場合は、TACにお問い合わせください。
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第 8 章

複数の HX クラスタの設定

• 複数のクラスタの設定, 99 ページ

複数のクラスタの設定
各HyperFlexクラスタには、最大8つのコンバージドノードと8つのコンピューティング専用ノー
ドを設定できます。16のコンピューティングノードに加えてさらにHXデータプラットフォーム
を拡張する場合は、最大 4つの HyperFlexクラスタを Cisco UCSファブリックインターコネクト
のペアに接続できます。

ベストプラクティス

1 コンピューティング専用ノードの数は、コンバージドノードの数と同じか、それより少なくす

ることが推奨されます。

2 新しい HyperFlexクラスタを作成するには、インストールの前提条件に記載されているすべて
の要件が満たされ、Cisco HyperFlex Systemsの設定と同じプロセスに従う必要があります。以
下に手順を要約します。

3 HXデータプラットフォームインストーラ OVAが導入されている必要があります。

4 HXクラスタ内のすべてのHXノードは同じポリシーおよびサービスプロファイルテンプレー
トを使用します。

5 すべての HXクラスタが同じデータセンターと vCenter設定を使用できます。

6 各HXクラスタには一意の名前が必要です。新しいHXクラスタの名前を決めます（例：「HX
クラスタ 1」、「HXクラスタ 2」）。

7 マルチクラスタ構成では、個別のポリシーを設定してクラスタ間の自律性を確保できるよう、

クラスタごとにサブ組織を作成することをお勧めします。このようにすると、アップグレード

の際に役立ちます。

8 したがって、サブ組織ごとに新しいユーザ定義の VLAN IDを作成することをお勧めします。
その後、そのHXクラスタの vNICテンプレートは、新しいVLAN IDを参照するように更新さ
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れます。VLAN IDと vNICテンプレートの作成の詳細な手順については、「付録」の項を参照
してください。

トラフィックに応じて、さらにアップリンクポートを追加する必要がある場合があります。（注）

ステップ 1 Cisco HXデータプラットフォームインストーラにログインします。
ステップ 2 [クラスタの作成（Cluster Creation）]ワークフローに従って、追加のクラスタを作成します。手順の詳細

については、『CiscoHyperFlex Systemスタートアップガイド』の「Configuration」の章を参照してくださ
い。
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第 9 章

HX-FI ドメインへの UCS サーバの追加

• 既存の HX FIドメインへの Cisco UCSサーバの追加, 101 ページ

既存の HX FI ドメインへの Cisco UCS サーバの追加
HX 1.8リリースでは、Cisco UCSドメイン内のサーバを既存の HX FIドメインに追加できるよう
になっています。HXFIドメインの一部ではないサーバを追加するには、最初にCiscoUCSManager
でサブ組織を作成します。これにより、Cisco UCSサーバ用の個別のサーバプロファイルとポリ
シーを作成できます。新しいサブ組織の作成手順の詳細については、『Cisco UCS Manager
Administration Management Guide』を参照してください。以下のリンクを使用できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/
Admin-Management/3-1/b_Cisco_UCS_Admin_Mgmt_Guide_3_1/b_Cisco_UCS_Admin_Mgmt_Guide_
3_1_chapter_01000.html

HX FIドメインに Cisco UCSサーバを追加する際の考慮事項は以下のとおりです。

•ファブリックインターコネクトのアップリンクのプロビジョニング, （26ページ）を参照し
て、ネットワーク帯域幅を処理するのに十分なアップリンク容量があることを確認します。

• HXサーバには、Cisco UCSファームウェアに関する最小要件があります。また、HX FIドメ
インに追加する Cisco UCSサーバにも同じ Cisco UCSファームウェアを導入する必要があり
ます。詳細については、HX相互運用性の表を参照してください。以下のリンクを使用でき
ます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/unified-computing-system/
products-technical-reference-list.html

• Cisco UCSの設定に関する制限事項は、HXサーバと Cisco UCSサーバの両方に適用されま
す。詳細については、『CiscoUCSManager ConfigurationLimitsGuide』を参照してください。
以下のリンクを使用できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

• HXサーバには、VLANおよび QoSクラスに関する特定の要件があります。Cisco UCSサー
バのVLANおよびQoSの設定がHXサーバと両立するようにしなければなりません。VLAN
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および QoS設定の詳細については、『HyperFlex Getting Started Guide』の「Appendix」を参
照してください。以下のリンクを使用できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/
GettingStartedGuide/b_HyperFlexSystems_GettingStartedGuide/b_HyperFlexSystems_
GettingStartedGuide_chapter_0111.html

• HXストレージ VLANは HXクラスタ専用にする必要があります。この VLANを Cisco UCS
サーバに再利用しないでください。ネットワーク設定の詳細については、『Getting Started
Guide』の「Requirements」に記載されているネットワーク構成図を参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/
GettingStartedGuide/b_HyperFlexSystems_GettingStartedGuide/b_HX_BookMap_chapter_01.html#id_
13169

•ハイパーバイザ管理VLAN、vMotion VLAN、およびVMネットワークVLANは、Cisco UCS
サーバの間で共有できます。
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第 10 章

Cisco HyperFlex System クラスタの展開

この章の内容は、次のとおりです。

• クラスタ展開のガイドライン, 103 ページ

• コンバージド（HX220c/HX240c）ノードの追加に関する前提条件, 104 ページ

• コンバージドノードの準備, 105 ページ

• 既存のクラスタへのコンバージドノードの追加, 105 ページ

• コンピューティング専用ノードの追加に関する前提条件, 110 ページ

• コンピューティング専用ノードの準備, 111 ページ

• Cisco HyperFlex Systemクラスタへのコンピューティング専用ノードの追加, 114 ページ

• クラスタ展開の障害の解決, 119 ページ

クラスタ展開のガイドライン
•レプリケーション構成がある場合は、アップグレードや拡張、またはクラスタの保守を実行
する前にレプリケーションを一時停止モードにします。アップグレードや拡張、またはクラ

スタの保守が完了した後、レプリケーションを再開します。このローカルのクラスタとの間

でレプリケーションが設定されているすべてのクラスタで、一時停止および再開を行いま

す。

• RESTful APIを使用してクラスタ展開を実行する場合、そのタスクに想定よりも時間がかか
ることがあります。
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コンバージド（HX220c/HX240c）ノードの追加に関する前
提条件

Cisco HyperFlexサーバクラスタが作成された後、コンバージドノードをクラスタに追加できま
す。コンバージドノード上のストレージでは、クラスタストレージ容量が自動的に追加されま

す。

既存のストレージクラスタにコンバージドノードを追加する前に、次の前提条件が満たされてい

ことを確認します。

•ストレージクラスタの状態が正常であること。

•新しいノードが、ネットワークやディスクの要件などインストールの前提条件に記載されて
いるシステム要件を満たしていること。

•新しいノードがストレージクラスタ内の他のノードと同じ設定を使用していること。この設
定には、VLAN ID、スイッチタイプ（vSwitchかどうか）、外部スイッチ VLANタギング
（EST）を使用するVLANタギング、仮想スイッチタギング（VST）を使用するVLANタギ
ング、仮想分散スイッチ（vDS）があります。

ストレージクラスタが領域不足の状態にある場合に、新しいノードを追加す

ると、システムは自動的にストレージクラスタを再調整します。これは、24
時間ごとに実行される再調整に加えて行われるものです。

（注）

•追加するノードが同じモデル（HX220またはHX240）のタイプ（ハイブリッドまたはオール
フラッシュ）および同じディスク構成（SEDまたは非 SED）であること。また、キャパシ
ティディスクの数が既存のクラスタノードと一致すること。

•追加する新しいノードがHXクラスタですでに使用されているものとは異なるCPUファミリ
を搭載している場合には、EVCを有効にしてください。詳細については、「概要」を参照し
てください。

•ノード上のソフトウェアのバージョンが、CiscoHXDataPlatformバージョン、ESXiバージョ
ン、および vCenterクラスタバージョンと一致すること。ソフトウェアのバージョンを確認
するには、vCenterの [ストレージクラスタのサマリー（Storage Cluster Summary）]タブに移
動し、上部のセクションで HX Data Platformのバージョンを確認します。必要に応じてアッ
プグレードします。

クラスタがアップグレードされた場合は、クラスタで実行されている HXDP
の現在のバージョンに一致する新しいインストーラ VMをダウンロードして
インストールする必要があります。

（注）

•新しいノードに 1つ以上の有効な DNSサーバおよび NTPサーバが設定されていること。
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• SSOまたはAuto Supportを使用している場合は、ノードが SSOおよび SMTPサービス用に確
実に設定されていること。

コンバージドノードの準備
ストレージクラスタをノードに追加する準備には、次の基本的な手順があります。

ステップ 1 新しいノードを既存のストレージクラスタのハードウェアとネットワークに接続します。

ステップ 2 HXノードが工場出荷時に準備されたノードであることを確認します。
ノードが工場出荷時に準備されていない場合は、「ベアメタルHXサーバの準備」の章を参照してくださ
い。

ベアメタルサーバを準備する際は、必ずシスコのカスタム ISOイメージを使用してくださ
い。

（注）

既存のクラスタへのコンバージドノードの追加
既存のHyperFlexシステムクラスタにHyperFlexノードを追加するには、次の手順を実行します。

RESTful APIを使用してクラスタ展開を実行する場合、そのタスクに想定よりも時間がかかる
ことがあります。

（注）

ステップ 1 既存のストレージクラスタに関する必要な情報を収集します。HX Data Platformインストーラ VMへのロ
グイン。

ステップ 2 Webブラウザを開き、Cisco HXデータプラットフォームインストーラ VMが置かれている IPアドレス
を入力します。HXデータプラットフォームインストーラ UIが表示されます。

ステップ 3 ログインクレデンシャルを入力します。デフォルトのクレデンシャルは次のとおりです。

ユーザ名：root

パスワード：Cisco123

この手順以降は、ブラウザを閉じないでください。閉じるとデータが失われま

す。

重要

ステップ 4 [ワークフロー（Workflow）]ページが表示されます。[クラスタの展開（Cluster Expand）]ワークフローを
選択します。[続行（Continue）]をクリックします。
次の情報を入力します。
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表 5：UCS Manager クレデンシャル

情報フィールド

UCS Managerを使用する FIのホスト名または IPア
ドレス。例：10.193.211.120。

UCS Managerホスト名（UCS Manager Hostname）

<管理者>レベルのクレデンシャルユーザ名と管理者パスワード

表 6：vCenter クレデンシャル（vCenter Credentials）

情報フィールド

vCenterサーバのサーバ名または IPアドレス例：
10.193.211.120。

vCenter Server

管理者レベルのクレデンシャル。例：

administrator@vsphere.local。
ユーザ名と管理者パスワード

表 7：ハイパーバイザのクレデンシャル

情報フィールド

<root>ユーザ名。Admin Username

<管理者>レベルのクレデンシャルAdminパスワード（Admin Password）

既存の HXクラスタから必要な設定データが含まれる JSONファイルをインポートできます。

インポートした値がUCSManagerの値と異なると [インポートした値の上書き（Overwrite Imported
Values）]ダイアログボックスがポップアップ表示されます。[検出された値を使用（UseDiscovered
Values）]を選択します。

（注）

ステップ 5 [続行（Continue）]をクリックします。[クラスタ展開の設定（Cluster Expand Configuration）]ページが表
示されます。拡張する HXクラスタを選択します。
既存のクラスタが見つからない場合は、クラスタ管理 IPアドレスを手動で入力することもできます。

•拡張するHXクラスタが見つからない場合は、[クラスタの詳細（Cluster Details）]セクションにクラ
スタ管理 IPアドレスを入力して、[続行（Continue）]をクリックします。

•クラスタのロードに時間がかかっている場合は、[クラスタの詳細（ClusterDetails）]セクションにク
ラスタ管理 IPアドレスを入力して、[続行（Continue）]をクリックします。
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ステップ 6 [続行（Continue）]をクリックします。[サーバの選択（Server Selection）]ページが表示されます。[サー
バの選択（Server Selection）]ページの [関連付け（Associated）]タブに、接続済みのすべての HXサーバ
が一覧されます。これらのサーバは選択しないでください。[関連付けなし（Unassociated）]タブで、クラ
スタに追加するサーバを選択します。[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 7 [UCSマネージャの設定（UCS Manager Configuration）]ページが表示されます。ネットワークのそれぞれ
について、以下の情報を入力します。

（注） •最初に JSONファイルをインポートした場合、必須フィールドには、既存の HXクラスタ
からインポートした設定データが取り込まれているはずです。クラスタに追加する対象の

サーバがアソシエートされていない場合は、それらのサーバを選択して [続行（Continue）]
をクリックします。

•この情報は、既存のクラスタ構成に一致している必要があります。このページで適切な設
定を使用することを確認します。

情報フィールド

VLAN for ESXi and HyperFlex management

名前：hx-inband-mgmt

デフォルトの VLAN ID：3091

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for HyperFlex Storage traffic

名前：hx-storage-data

デフォルトの VLAN ID：3092

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM vMotion

名前：hx-vmotion

デフォルトの VLAN ID：3093

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM Network

名前：hx-vm-network

デフォルトの VLAN ID：3094

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

MACプール

たとえば、00:25:B5:99などとします（99はデフォ
ルトです。この値はユーザ環境に応じて設定できま

す）。

MAC Pool Prefix

hx-ext-mgmt IP Pool for Out-of-Band CIMC
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情報フィールド

HyperFlexノードに指定された IPアドレスの範囲。
たとえば、10.193.211.124-127, 10.193.211.158-163,
255.255.255.0などです。

IPアドレスを制限して制御するために、サブネット
を適切なレベルに設定するようにしてください。た

とえば、255.255.0.0です。

ゲートウェイの IPアドレスを入力します。たとえ
ば、10.193.0.1です。

IPブロック

Subnet

デフォルトゲートウェイ（Default gateway）

詳細設定（Advanced）

ESXiサーバと互換性のあるFIファームウェアバー
ジョン。たとえば、3.1(2c)などです。

UCS Firmware version

特定のクラスタ内のHXサーバのグループに適用さ
れる名前。これはユーザ定義の名前です。この

フィールドを使用して、クラスタ内のすべてのサー

バにサービスプロファイルを適用できます。

HyperFlex Cluster Name

これらのVLAN IDは、環境に応じて変更できます。入力した値が既存のクラスタと同じである
ことを確認できます。

（注）

ステップ 8 [続行（Continue）]をクリックします。[ハイパーバイザの設定（Hypervisor Configuration）]ページが表示
されます。次の情報を入力します。

情報フィールド

Configure Common Hypervisor Settings

IPアドレスを制限して制御するために、サブネット
マスクを適切なレベルに設定するようにしてくださ

い。たとえば、255.255.0.0です。

サブネットマスク

ゲートウェイの IPアドレスを入力します。たとえ
ば、10.193.0.1です。

ゲートウェイ

<IPアドレス>

DNSサーバがない場合は、HXデータプラット
フォームインストーラの [クラスタの設定（Cluster
Configuration）]ページのいずれのフィールドにも
ホスト名を入力しないでください。IPアドレスのみ
を使用します

DNSサーバ
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ステップ 9 [続行（Continue）]をクリックします。[IPアドレス（IPAddresses）]ページが表示されます。[コンバージ
ドノードの追加（Add Converged Node）]をクリックし、新しいノードを追加します。追加ノードのそれ
ぞれについて、手動でハイパーバイザ管理 IPアドレスとデータ IPアドレスを入力します。
複数のコンバージドノードを追加する場合は、[IPアドレスをシーケンシャルにする（Make IP Addresses
Sequential）]を選択します。

情報フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザ管理ネットワーク接続を処理する静的 IPアド
レスを入力します。

Management Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラVM管理ネットワーク接続を処理する静
的 IPアドレスを入力します。

Management Storage Controller

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザデータネットワーク接続を処理する静的 IPア
ドレスを入力します。

Data Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラ VMデータネットワーク接続を処理す
る静的 IPアドレスを入力します。

Data Storage Controller

コントローラ VMが既存の HXクラスタにインス
トールされている場合、それらのコントローラVM
に適用されたデフォルトの管理者ユーザ名とパス

ワードを入力します。

コントローラ VM名は変更できません。
既存のクラスタパスワードを使用してく

ださい。

（注）

Controller VM

ステップ 10 [開始（Start）]をクリックします。[進捗（Progress）]ページに、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示
されます。
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vCenterクラスタで EVCが有効になっている場合、展開プロセスが失敗し、「ホストは手動で
vCenter に追加する必要があります（The host needs to be manually added to

vCenter）」というメッセージが出されます。展開操作を正常に実行するには、次のようにし
ます。

（注）

• vSphere Clientに追加する ESXiホストにログインします。

•コントローラ VMの電源をオフにします。

•ホストを vSphere Webクライアントの vCenterクラスタに追加します。

• HXインストーラで、[展開の再試行（Retry Deploy）]をクリックします。

ステップ 11 インストールが完了したら、[HyperFlex Connectの起動（Launch HyperFlex Connect）]をクリックしてスト
レージクラスタの管理を開始します。

既存のストレージクラスタにノードを追加する場合、スケジュールされた時間に自動再調整が

行われるまで、クラスタには引き続き元のストレージクラスタと同じ HA復元力があります。

再調整は通常、24時間中にスケジュールされ、ノードの障害発生後の 2時間、またはストレー
ジクラスタの領域がなくなった場合に行われます。

（注）

スケジュールされた時間よりも前にストレージクラスタを再調整する必要がある場合は、次に示すスト

レージクラスタの再調整コマンドを手動で実行します。

1 ストレージクラスタのストレージコントローラ VMコマンドラインから、次のコマンドを入力しま
す。

# stcli rebalance start --force

2 再調整のステータスをモニタするには、コマンドを再入力します。

# stcli rebalance status

ステップ 12 新しいノードがストレージクラスタに追加された後、HAサービスがリセットされ、HAが追加されたノー
ドを認識できるようになります。

a) vSphereにログインします。
b) vSphere Web Clientで、[ホーム（Home）] > [vCenter] > [インベントリリスト（Inventory Lists）] > [ホス
トとクラスタ（Hosts and Clusters）] > [vCenter] > [サーバ（Server）] > [データセンター（Datacenter）]
> [クラスタ（Cluster）] > [ホスト（Host）]に移動します。

c) 新規ノードを選択します。
d) 右クリックし、vSphere HAに対し [再設定（Reconfigure）]を選択します。

コンピューティング専用ノードの追加に関する前提条件
HyperFlexHXサーバクラスタの作成後、コンピューティング専用ノードをクラスタに追加できま
す。このノードは、追加のコンピューティングリソースを提供するために追加されます。Cisco
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UCSサーバは、クラスタにストレージ容量をもたらさないため、キャッシュドライブまたは永続
ドライブを装備する必要はありません。

コンピューティング専用ノードを追加する前に、次の前提条件が満たされていことを確認します。

•ストレージクラスタの状態が正常であること。

•新しいノードが、ネットワークやディスクの要件などインストールの前提条件に記載されて
いるコンピューティング専用システム要件を満たしていること。

• ESXiハイパーバイザは、サービスプロファイルの関連付け後にインストールされること。
使用するCiscoカスタム ISOには、HyperFlexに必要なカスタマイズが含まれている必要があ
ります。この Ciscoのカスタム ISOは、Cisco.comにあります。

•新しいノードがストレージクラスタ内の他のノードと同じ設定を使用していること。この設
定には、VLAN ID、スイッチタイプ（vSwitchかどうか）、外部スイッチ VLANタギング
（EST）を使用するVLANタギング、仮想スイッチタギング（VST）を使用するVLANタギ
ング、仮想分散スイッチ（vDS）があります。

ストレージクラスタが領域不足の状態にある場合に、新しいノードを追加す

ると、システムは自動的にストレージクラスタを再調整します。これは、24
時間ごとに実行される再調整に加えて行われるものです。

（注）

•追加する新しいノードがHXクラスタですでに使用されているものとは異なるCPUファミリ
を搭載している場合には、EVCを有効にしてください。詳細については、「概要」を参照し
てください。

•ノード上のソフトウェアのバージョンが、CiscoHXDataPlatformバージョン、ESXiバージョ
ン、および vCenterクラスタバージョンと一致すること。ソフトウェアのバージョンを確認
するには、vCenterの [ストレージクラスタのサマリー（Storage Cluster Summary）]タブに移
動し、上部のセクションで HX Data Platformのバージョンを確認します。必要に応じてアッ
プグレードします。

•新しいノードに 1つ以上の有効な DNSサーバおよび NTPサーバが設定されていること。

• SSOまたはAuto Supportを使用している場合は、ノードが SSOおよび SMTPサービス用に確
実に設定されていること。

コンピューティング専用ノードの準備

ステップ 1 サーバがサポート対象のHXサーバで、ホストの要件に記載されている要件を満たしていることを確認し
ます。

ステップ 2 Cisco UCS Managerにログインします。
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a) ブラウザを開き、ストレージクラスタネットワークのファブリックインターコネクト用の Cisco UCS
Managerアドレスを入力します。

b) [UCS Managerの起動（Launch UCS Manager）]ボタンをクリックします。
c) プロンプトが表示された場合は、Javaをダウンロードして、インストールし、受け入れます。
d) 「admin」として、必要なパスワードを入力してログインします。
ユーザ名：adminパスワード：<admin password>

ステップ 3 サーバを検索して、サーバがストレージクラスタと同じ FIドメインに追加されており、承認されたコン
ピューティング専用モデルであることを確認します。互換性のあるコンピューティング専用ノードの詳細

なリストについては、最新の『Release Notes for Cisco HX Data Platform』を確認してください。

HX データプラットフォームインストーラの確認

ステップ 1 ストレージクラスタのすべてのノードと、ストレージクラスタに追加されてコンピューティングノード

と通信できるノードに、HXデータプラットフォームインストーラがインストールされていることを確認
します。

ステップ 2 HXデータプラットフォームインストーラがインストールされていない場合は、「HXデータプラット
フォームインストーラの展開」を参照してください。

UCS Manager を使用したコンピューティング専用ノードへの HX プロ
ファイルの適用

Cisco UCS Managerでは、ネットワークポリシーは HXプロファイルにグループ化されます。HX
インストーラは、コンピューティング専用ノードの自動サービスプロファイルアソシエーション

を処理します。手動アソシエーションは不要です。

インストールが開始したら、UCS Managerでコンピューティング専用ノードのサービスプロファイルア
ソシエーションを監視する必要があります。ESXiのインストールに進む前に、サーバが完全に関連付け
られるまで待ちます。
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コンピューティングノードへの VMware ESXi のインストール

各コンピューティング専用ノード上に VMware ESXiをインストールします。

Cisco HX Data Platformサポート対象のバージョンの ESXiをインストールします。サポートさ
れているESXiバージョンのリストについては、『CiscoHyperFlexData PlatformReleaseNotes』
を参照してください。

コンピューティング専用ノードに ESXiがすでにインストールされている場合、Cisco HXカス
タムイメージで再イメージ化する必要があります。

重要

はじめる前に

必要なハードウェアとネットワークの設定が満たされていることを確認します。詳細については、

インストールの前提条件, （15ページ）を参照してください。前の手順でサービスプロファイル
が関連付けを終了していることを確認します。

ステップ 1 Cisco HyperFlexの cisco.comダウンロードサイトから ESXiの HXカスタムイメージをダウンロードしま
す。「ソフトウェアをダウンロードする」を参照してください。

Cisco UCS Managerを通じてアクセスできるネットワークロケーションを選択します。

ステップ 2 Cisco UCS Managerにログインします。
ステップ 3 Cisco UCS Managerからサーバの KVMコンソールにログインします。

a) ナビゲーションウィンドウで、[サーバ（Servers）] > [サービスプロファイル（Service Profiles）] > [サ
ブ組織（Sub-Ogranizations）] > [HXクラスタ（hx-cluster）]をクリックします。

b) [HXクラスタ（hx-cluster）]を右クリックして、[KVMコンソール（KVM Console）]を選択します。

ステップ 4 コンピューティングサーバの KVMパスに HX-Vmware.isoイメージをコピーします。

例：
HX-Vmware-ESXi-60U3-5050593-Cisco-Custom-6.0.3.1.iso

ステップ 5 KVMコンソールセッションから、[仮想メディア（Virtual Media）] > [マップ CD/DVD（Map CD/DVD）]
を選択し、ESXiのHXカスタムイメージをマウントします。[マップCD/DVD（MapCD/DVD）]オプショ
ンが表示されない場合は、まず仮想デバイスをアクティブにします。

a) [仮想メディア（Virtual Media）] > [仮想デバイスのアクティブ化（Activate Virtual Devices）]の順に選
択します。

これはポップアップウィンドウで開きます。

b) [セッションの受け入れ（Accept the session）] > [適用（Apply）]の順にクリックします。

ステップ 6 [マップ CD/DVD（Map CD/DVD）]オプションから、HX-Vmware.isoファイルの場所にマップします。
a) HX-Vmware.isoファイルを選択します。
b) [マップデバイス（Map Device）]を選択します。
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プロセスが完了したら、マップされた場所にファイルがあることを示すチェックマークが付きます。

マッピングされたファイルのフルネームには ESXiビルド IDが含まれています。

ステップ 7 コンピューティングサーバをリセットします。

a) KVMコンソールで [リセット（Reset）]ボタンをクリックします。[OK]をクリックして確認します。
b) [電源の再投入（Power Cycle）]を選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 8 HX-Vmware.isoファイルを指すようにブートパスを変更します。
a) [F6]を押します。
b) [起動選択の入力（Enterboot selection）]メニューから、矢印キーを使用してCiscovKVM-MappedvDVD1.22
オプションを強調表示します。

c) Enterキーを押して選択します。
ESXiインストーラブートローダーが起動します。目的のブートタイプに基づいて 3つのコンピュー
ティング専用ノードオプション（SDカード、ローカルディスク、またはリモートディスク）のいず
れかを選択します。yes（すべて小文字）を入力して選択を確定します。インストールの残りの部分は
自動化されています。ESXiは数回再起動します。短い待機期間後に自動的に消える警告が表示されて
も問題はありません。ESXi DCUIが完全に表示され、インストールの終了がシグナリングされるのを
待機します。

ステップ 9 各 Cisco HyperFlexサーバに対して、ステップ 3～ 8を繰り返します。
ステップ 10 ESXiが完全にインストールされたら、[続行（Continue）]をクリックします。[Hypervisor設定の再試行

（Retry Hypervisor Configuration）]をクリックして、クラスタ展開の残りを完了します。

Cisco HyperFlex System クラスタへのコンピューティング
専用ノードの追加

既存のHyperFlexシステムクラスタにHyperFlexノードを追加するには、次の手順を実行します。

RESTful APIを使用してクラスタ展開を実行する場合、そのタスクに想定よりも時間がかかる
ことがあります。

（注）

ステップ 1 既存のストレージクラスタに関する必要な情報を収集します。HX Data Platformインストーラ VMへのロ
グイン。

ステップ 2 Webブラウザを開き、Cisco HXデータプラットフォームインストーラ VMが置かれている IPアドレス
を入力します。HXデータプラットフォームインストーラ UIが表示されます。

ステップ 3 ログインクレデンシャルを入力します。デフォルトのクレデンシャルは次のとおりです。
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ユーザ名：root

パスワード：Cisco123

この手順以降は、ブラウザを閉じないでください。閉じるとデータが失われま

す。

重要

ステップ 4 [ワークフロー（Workflow）]ページが表示されます。[クラスタの展開（Cluster Expand）]ワークフローを
選択します。[続行（Continue）]をクリックします。
次の情報を入力します。

表 8：UCS Manager クレデンシャル

情報フィールド

UCS Managerを使用する FIのホスト名または IPア
ドレス。例：10.193.211.120。

UCS Managerホスト名（UCS Manager Hostname）

<管理者>レベルのクレデンシャルユーザ名と管理者パスワード

表 9：vCenter クレデンシャル（vCenter Credentials）

情報フィールド

vCenterサーバのサーバ名または IPアドレス例：
10.193.211.120。

vCenter Server

管理者レベルのクレデンシャル。例：

administrator@vsphere.local。
ユーザ名と管理者パスワード

表 10：ハイパーバイザのクレデンシャル

情報フィールド

<root>ユーザ名。Admin Username

<管理者>レベルのクレデンシャルAdminパスワード（Admin Password）

既存の HXクラスタから必要な設定データが含まれる JSONファイルをインポートできます。

インポートした値がUCSManagerの値と異なると [インポートした値の上書き（Overwrite Imported
Values）]ダイアログボックスがポップアップ表示されます。[検出された値を使用（UseDiscovered
Values）]を選択します。

（注）

ステップ 5 [続行（Continue）]をクリックします。[クラスタ展開の設定（Cluster Expand Configuration）]ページが表
示されます。拡張する HXクラスタを選択します。
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既存のクラスタが見つからない場合は、クラスタ管理 IPアドレスを手動で入力することもできます。

•拡張するHXクラスタが見つからない場合は、[クラスタの詳細（Cluster Details）]セクションにクラ
スタ管理 IPアドレスを入力して、[続行（Continue）]をクリックします。

•クラスタのロードに時間がかかっている場合は、[クラスタの詳細（ClusterDetails）]セクションにク
ラスタ管理 IPアドレスを入力して、[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 6 [続行（Continue）]をクリックします。[サーバの選択（Server Selection）]ページが表示されます。[サー
バの選択（Server Selection）]ページの [関連付け（Associated）]タブに、接続済みのすべての HXサーバ
が一覧されます。これらのサーバは選択しないでください。[関連付けなし（Unassociated）]タブで、クラ
スタに追加するサーバを選択します。[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 7 [UCSマネージャの設定（UCS Manager Configuration）]ページが表示されます。ネットワークのそれぞれ
について、以下の情報を入力します。

（注） •最初に JSONファイルをインポートした場合、必須フィールドには、既存の HXクラスタ
からインポートした設定データが取り込まれているはずです。クラスタに追加する対象の

サーバがアソシエートされていない場合は、それらのサーバを選択して [続行（Continue）]
をクリックします。

•この情報は、既存のクラスタ構成に一致している必要があります。このページで適切な設
定を使用することを確認します。

情報フィールド

VLAN for ESXi and HyperFlex management

名前：hx-inband-mgmt

デフォルトの VLAN ID：3091

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for HyperFlex Storage traffic

名前：hx-storage-data

デフォルトの VLAN ID：3092

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM vMotion

名前：hx-vmotion

デフォルトの VLAN ID：3093

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM Network

名前：hx-vm-network

デフォルトの VLAN ID：3094

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

MACプール
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情報フィールド

たとえば、00:25:B5:99などとします（99はデフォ
ルトです。この値はユーザ環境に応じて設定できま

す）。

MAC Pool Prefix

hx-ext-mgmt IP Pool for Out-of-Band CIMC

HyperFlexノードに指定された IPアドレスの範囲。
たとえば、10.193.211.124-127, 10.193.211.158-163,
255.255.255.0などです。

IPアドレスを制限して制御するために、サブネット
を適切なレベルに設定するようにしてください。た

とえば、255.255.0.0です。

ゲートウェイの IPアドレスを入力します。たとえ
ば、10.193.0.1です。

IPブロック

Subnet

デフォルトゲートウェイ（Default gateway）

詳細設定（Advanced）

ESXiサーバと互換性のあるFIファームウェアバー
ジョン。たとえば、3.1(2c)などです。

UCS Firmware version

特定のクラスタ内のHXサーバのグループに適用さ
れる名前。これはユーザ定義の名前です。この

フィールドを使用して、クラスタ内のすべてのサー

バにサービスプロファイルを適用できます。

HyperFlex Cluster Name

これらのVLAN IDは、環境に応じて変更できます。入力した値が既存のクラスタと同じである
ことを確認できます。

（注）

ステップ 8 [続行（Continue）]をクリックします。[ハイパーバイザの設定（Hypervisor Configuration）]ページが表示
されます。次の情報を入力します。

情報フィールド

Configure Common Hypervisor Settings

IPアドレスを制限して制御するために、サブネット
マスクを適切なレベルに設定するようにしてくださ

い。たとえば、255.255.0.0です。

サブネットマスク

ゲートウェイの IPアドレスを入力します。たとえ
ば、10.193.0.1です。

ゲートウェイ
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情報フィールド

<IPアドレス>

DNSサーバがない場合は、HXデータプラット
フォームインストーラの [クラスタの設定（Cluster
Configuration）]ページのいずれのフィールドにも
ホスト名を入力しないでください。IPアドレスのみ
を使用します

DNSサーバ

ステップ 9 [続行（Continue）]をクリックします。[IPアドレス（IPAddresses）]ページが表示されます。[コンピュー
ティング専用ノードの追加（Add Compute-only Node）]をクリックし、新しいノードを追加します。
複数のコンピューティング専用ノードを追加する場合は、[IPアドレスをシーケンシャルにする（Make IP
Addresses Sequential）]を選択します。

情報フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザ管理ネットワーク接続を処理する静的 IPアド
レスを入力します。

Management Hypervisor

なし。Management Storage Controller

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザデータネットワーク接続を処理する静的 IPア
ドレスを入力します。

Data Hypervisor

なし。Data Storage Controller

コントローラ VMが既存の HXクラスタにインス
トールされている場合、それらのコントローラVM
に適用されたデフォルトの管理者ユーザ名とパス

ワードを入力します。

コントローラ VM名は変更できません。
既存のクラスタパスワードを使用してく

ださい。

（注）

Controller VM

ステップ 10 [開始（Start）]をクリックします。[進捗（Progress）]ページに、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示
されます。
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vCenterクラスタで EVCが有効になっている場合、展開プロセスが失敗し、「ホストは手動で
vCenter に追加する必要があります（The host needs to be manually added to

vCenter）」というメッセージが出されます。展開操作を正常に実行するには、次のようにし
ます。

（注）

• vSphere Clientに追加する ESXiホストにログインします。

•コントローラ VMの電源をオフにします。

•ホストを vSphere Webクライアントの vCenterクラスタに追加します。

• HXインストーラで、[展開の再試行（Retry Deploy）]をクリックします。

ステップ 11 インストールが完了したら、[HyperFlex Connectの起動（Launch HyperFlex Connect）]をクリックしてスト
レージクラスタの管理を開始します。

ステップ 12 新しいノードがストレージクラスタに追加された後、HAサービスがリセットされ、HAが追加されたノー
ドを認識できるようになります。

a) vSphereにログインします。
b) vSphere Web Clientで、[ホーム（Home）] > [vCenter] > [インベントリリスト（Inventory Lists）] > [ホス
トとクラスタ（Hosts and Clusters）] > [vCenter] > [サーバ（Server）] > [データセンター（Datacenter）]
> [クラスタ（Cluster）] > [ホスト（Host）]に移動します。

c) 新規ノードを選択します。
d) 右クリックし、vSphere HAに対し [再設定（Reconfigure）]を選択します。

クラスタ展開の障害の解決
エラーダイアログボックスを受信し、ストレージクラスタの展開が完了しない場合は、次に示す

解決オプションに進みます。

ステップ 1 [構成の編集（Edit Configuration）]：[クラスタの設定（Cluster Configuration）]ページに戻ります。検証
ページに記載されている問題を修正します。

ステップ 2 [初めからやり直す（StartOver）]：進捗テーブルエントリを消去することで、適用した設定を無効にし、
[クラスタの設定（Cluster Configuration）]ページに戻って新しい展開を再度開始することができます。テ
クニカルアシスタンスセンター（TAC）を参照してください。

ステップ 3 [続行（Continue）]：エラーが発生している障害にもかかわらずストレージクラスタにノードを追加しま
す。テクニカルアシスタンスセンター（TAC）を参照してください。

[続行（Continue）]ボタンは、障害について把握していて、予測できない動作の可能性を受け入
れる用意がある場合にのみ選択します。

（注）
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第 11 章

混合 CPU を使用したクラスタのセットアッ
プ

この章では、異なる Intel CPUバージョンを使用する複数の HXノードを同じ FIに追加する方法
を説明します。

• 概要, 121 ページ

• 混合 CPUを使用するための前提条件, 121 ページ

• EVCモードとの CPU互換性, 122 ページ

概要
HyperFlexは、同じファブリックインターコネクトで Intel v3および Intel v4 CPUをサポートしま
す。Intel v3および Intel v4 CPU間で仮想マシンを移行するには、VMware Enhanced vMotion
Compatibility（EVC）を有効にします。EVCを有効にした後、下位モデルの CPUの機能が基準と
なるように、HyperFlexクラスタ内のすべてのホストを設定します。仮想マシンがどのホスト上で
実行されているかに関わらず、すべての仮想マシンに同一のCPU機能が公開されるため、仮想マ
シンを HyperFlexクラスタ内のホスト間で移行できます。これにより、ホストの基になるハード
ウェアが異なる場合でも、vMotionの CPU互換性が確保されます。

混合 CPU を使用するための前提条件
• CPUが EVC対応のクラスタ内の単一のベンダーからのみ使用できること。この場合、別の
ベンダーによるホストを EVC対応のクラスタに追加することはできません。

• EVC対応のクラスタで、異なるリビジョン番号（v2、v3、またはv4）のXeonE3またはXeon
E5ファミリの Intelプロセッサが使用されていること。この場合、EVCベースラインが必要
になります。
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• BIOSで高度な仮想化CPU機能が有効であること（利用できる場合）。有効にしないと、EVC
を有効にする際に、EVC互換性チェックで特定の CPUに存在すると想定される機能を検出
できないため、問題が発生することがあります。

•以下のシナリオでは、仮想マシンがEVCクラスタに含まれているとしても、vMotionを使用
した仮想マシンの移行が失敗する場合があります。

◦ホストが vCenter Serverシステムに接続されていない場合。

◦ホストが vMotion用に設定されていない場合。

◦仮想マシンがソースホストとターゲットホストで共有されるストレージに存在しない
場合。

EVC モードとの CPU 互換性
CPUとの互換性がある EVC（Enhanced vMotion Compatibility）モードを判別するには、『VMware
Compatibility Guide』を参照してください。サーバモデルまたはCPUファミリを検索し、[CPUシ
リーズ（CPU Series）]列のエントリをクリックすると、互換性のある EVCモードが表示されま
す。

ホストの現在の EVC モードの検索

各 EVCモードは、同じ名前を持つプロセッサで利用できる機能と密接に対応します。

vSphere Webクライアントの使用

1 vSphere Webクライアントナビゲータから、[ホストとクラスタ（Hosts and Clusters）] > [HXク
ラスタ（HX Cluster）] > [サマリー（Summary）]を選択します。[サマリー（Summary）]タブ
では、EVCが有効になっているかどうかが示され、有効になっている場合はホストの現在の
EVCモードが表示されます。

2 EVCモードの横にある青いアイコンをクリックすると、そのホストでサポートされるすべての
EVCモードの一覧が表示されます。

VMware共有ユーティリティツールの使用

VMwareには、互換性のある EVCモードおよびその他の CPU機能を表示する、無料の CPU識別
ユーティリティが用意されています。このユーティリティを共有ユーティリティからダウンロー

ドして、ISOイメージからホストをブートすることができます。
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第 12 章

Cisco HyperFlex Systemsのカスタマイズされ
たインストール方法

• 概要, 123 ページ

• Cisco HyperFlex Systemsが事前設定されていない場合のインストールおよび設定のワークフ
ロー, 124 ページ

• VMware ESXiのインストール, 124 ページ

概要
この章では、インストール手順に進む前に、手動で HXサーバを準備するプロセスについて説明
します。このカスタマイズされたインストール方法は、次のシナリオで使用できます。

• B200、C240、または C220サーバのクラスタへの追加。

• Cisco HyperFlex Systemの再導入。

実行するタスクは、事前設定された HyperFlexシステムを導入する場合と基本的に同じです。事
前設定されてないシステムに固有な新しいタスクは、VMware ESXiのインストールです。
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Cisco HyperFlex Systems が事前設定されていない場合のイ
ンストールおよび設定のワークフロー

はじめる前に

Cisco HyperFlex Systemsのインストールと設定の要件を確認します。詳細については、「インス
トールの前提条件」を参照してください。

ステップ 1 vCenterでクラスタを削除して、既存の環境をクリーンアップします。Cisco UCSで、vCenter MOBエント
リ、UCS Managerサービスプロファイル、および VLANを削除します。

ステップ 2 ソフトウェアのダウンロードから Cisco HyperFlexデータプラットフォームインストーラ OVAファイル
をダウンロードします。

例：
Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v2.5.1b-26284.ova

ステップ 3 Cisco HX Data Platformインストーラを起動してサインインします。
a) [カスタマイズされたワークフロー（Customized Workflow）]を選択します。
b) [UCSManager設定の実行（Run UCSManager configuration）]を選択して、UCSサービスプロファイル
を設定します。『Cisco HyperFlex Systems Getting Started Guide』の「Configuring Cisco UCS Manager and
HX Data Platform」の項に記載されている手順に従います。

ステップ 4 vMediaメソッドを使用して、新規の ESXiインストールを実行します。
自動 IPアドレス割り当てにDynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を使用することは推奨
されません。デフォルトでは、HX Data Platformインストーラによって、ESXiサーバに静的 IP
アドレスが割り当てられます。DHCPを使用する場合は、適切なVLANを使用してESXiでネッ
トワークを手動で設定します。

（注）

ステップ 5 Cisco HX Data Platformインストーラを再度起動します。
a) [カスタマイズされたワークフロー（Customized Workflow）]を選択します。
b) [ESX設定の実行（Run ESX Configuration）]、[HXソフトウェアの展開（Deploy HX Software）]、およ
び [HXクラスタの作成（Create HX Cluster）]を選択します。

ウィザードで必ず [既存のパーティションの削除（Delete Existing Partitions）]を選択してください。

VMware ESXi のインストール
サーバには、サポート対象バージョンのVMwareESXiが必要です。サポートされるESXiバージョ
ンのリストについては、最新の『Release notes for Cisco HX Data Platform』を参照してください。
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各 HXサーバで ESXiをインストールします。重要

VMware ESXiイメージを Cisco HyperFlex Data Platformのソフトウェアダウンロードページからダウン
ロードします。Cisco UCS Managerを通じてアクセスできるネットワークロケーションを選択します。
HXカスタム ISOは、Ciscoカスタム ESXiリリースに基づいています。

次に例を示します。
HX-Vmware-ESXi-60U2-4192238-Cisco-Custom-6.0.2.3.iso
.

次の作業

• Cisco UCS Manager経由で vMediaおよびブートポリシーを設定します。

•リモート KVMコンソールを開きます。

•サーバを再起動してインストールを開始します。

• Cisco UCS Manager経由で vMediaおよびブートポリシーの変更を元に戻します。

Cisco UCS Manager を使用した vMedia およびブートポリシーの設定
Cisco UCS vMediaポリシーとブートポリシーを設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

Cisco UCS Manager設定まで [クラスタの作成（Cluster Creation）]を実行します。詳細について
は、Cisco HX Data Platformインストーラへのログイン, （57ページ）を参照してください。
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サーバからサービスプロファイルの関連付けを解除する際に特定しやすくするために、Temporary
という名前のクラスタを作成してください。

（注）

ステップ 1 Cisco UCSManagerの [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、[サーバ（Servers）]タブをクリックしま
す。

ステップ 2 [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [ルート（root）] > [サブ組織（Sub-Organizations）] > [HXク
ラスタ（hx-cluster）] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

ステップ 3 [vMediaポリシー HyperFlex（vMedia Policy HyperFlex）]をクリックします。
ステップ 4 設定ペインで [vMediaマウントの作成（Create vMedia Mount）]をクリックしします。
ステップ 5 マウントの名前を入力します（例：ESX）。
ステップ 6 [CDDオプション（CDD option）]を選択します。
ステップ 7 プロトコルとして [HTTP]を選択します。
ステップ 8 [IPアドレス（IP Address）]に HyperFlexインストーラ VMの IPアドレスを入力します（例：

192.168.10.210）。
ステップ 9 [イメージ変数名（Image Variable Name）]として [なし（None）]を選択します。
ステップ 10 [Remote File（リモートファイル）]にHX-Vmware-ESXi-6.0.0-3380124-Custom-Cisco-6.0.1.2.isoと入力しま

す。

ステップ 11 [リモートパス（Remote Path）]に /images/と入力します。
ステップ 12 [変更の保存（Save Changes）]をクリックし、[OK]をクリックします。
ステップ 13 設定ペインで、[サーバ（Servers）] > [サービスプロファイルテンプレート（Service Profile Templates）] >

[ルート（root）] > [サブ組織（Sub-Organizations）] > [HXクラスタ（hx-cluster）] > [サービステンプレー
ト HXノード（Service Template hx-nodes）]を順に選択します。

ステップ 14 [vMediaポリシー（vMedia Policy）]タブをクリックします。
ステップ 15 [vMediaポリシーの変更（Modify vMedia Policy）]をクリックします。
ステップ 16 ドロップダウン選択項目から [HyperFlex vMediaポリシー（HyperFlex vMedia Policy）]を選択して、[OK]

を 2回クリックします。
ステップ 17 [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [ルート（root）] > [サブ組織（Sub-Organizations）] > [HXク

ラスタ（hx-cluster）] > [ポリシー HyperFlexの起動（Boot Policy HyperFlex）]の順に選択します。
ステップ 18 ナビゲーションペインで、[CIMCマウント vMedia（CIMCMounted vMedia）]というセクションを展開し

ます。

ステップ 19 [CIMCマウント CD/DVDの追加（Add CIMC Mounted CD/DVD）]という名前のエントリをクリックしま
す。

ステップ 20 [ブート順序（Boot Order）]リストで [CIMCマウント CD/DVD（CIMCMounted CD/DVD）]エントリを選
択し、[上へ（MoveUp）]ボタンを何度かクリックして [CIMCマウントCD/DVD（CIMCMountedCD/DVD）]
エントリをリストの先頭に移動させます。

ステップ 21 [変更の保存（Save Changes）]をクリックし、[OK]をクリックします。
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次の作業

サブ組織 Temporaryを削除します。

リモート KVM コンソールのオープン
1つ以上のサーバの進行状況をモニタするには、リモート KVMコンソールセッションを開いて
インストール状況を監視することを推奨します。

KVMコンソールを開くには、以下の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。
ステップ 2 [サーバ（Servers）] > [サービスプロファイル（Service Profiles）] > [ルート（Root）] > [サブ組織

（Sub-Organizaitons）] > [HXクラスタ（hx-cluster）] > [ラックユニット番号（rack-unit-number）]の順に
展開します。

ステップ 3 [ワーク（Work）]ペインで、[一般（General）]タブをクリックします。
ステップ 4 [アクション（Actions）]領域で、[KVMコンソール（KVM Console）]をクリックします。
ステップ 5 セキュリティアラートが表示される場合は [続行（Continue）]をクリックします。間もなくしてリモート

[KVMコンソール（KVM Console）]ウィンドウが開き、サーバのローカルコンソール出力が表示されま
す。

ステップ 6 インストール中に KVMコンソールをモニタする追加のサーバごとに、ステップ 2～ 4を繰り返します。

サーバの再起動

vMediaポリシー、ブートポリシー、およびサービスプロファイルテンプレートを変更した後、
インストールを開始するためにサーバを再起動します。

サーバを再起動するには、以下の手順を実行します。
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はじめる前に

サーバの再起動の進行状況をモニタするには、リモートKVMコンソールセッションを開きます。

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。
ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack Mounts）] > [サーバ（Servers）]を展開します。
ステップ 3 [ワーク（Work）]ペインで、最初に再起動するサーバをクリックし、最後に再起動するサーバをShiftキー

を押しながらクリックして、すべてのサーバを選択します。

ステップ 4 マウスを右クリックして、[リセット（Reset）]をクリックします。
ステップ 5 [OK] をクリックします。
ステップ 6 [電源の再投入（Power Cycle）]を選択し、[OK]をクリックします。

これで、KVMコンソールウィンドウでモニタしているサーバが即時に再起動し、リモート vMediaマウ
ントから起動して ESXiをインストールします。エラーメッセージがある場合は、無視しても問題ありま
せん。

vMedia ポリシーおよびブートポリシーの変更の取り消し
サーバがブートループに陥ったり、インストール用の ISOファイルから常に起動したりしないよ
うにするには、ブートポリシーへの変更を元に戻します。

はじめる前に

すべてのサーバがリモート vMediaファイルから起動し、インストールプロセスが開始されてい
ることを確認します。

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Servers）]をクリックします。
ステップ 2 [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [ルート（Root）] > [サブ組織（Sub-Organizaitons）] > [HX

クラスタ（hx-cluster）] > [ブートポリシー（Boot Policies）] > [ブートポリシー HyperFlex（Boot Policy
HyperFlex）]の順に展開します。

ステップ 3 [ワーク（Work）]ペインで、[一般（General）]タブをクリックします。
ステップ 4 [アクション（Actions）]領域で、[CIMCマウント CD/DVD（CIMC Mounted CD/DVD）]をクリックしま

す。

ステップ 5 [ブート順序（Boot Order）]リストから [CIMCマウント CD/DVD（CIMCMounted CD/DVD）]エントリを
選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 6 [変更の保存（Save Changes）]をクリックし、[OK]をクリックします。
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次の作業

新規ノード

以前にクラスタ内で使用したことがない新しいノードを追加する場合は、HXクラスタを展開して
ください詳細については、「クラスタ展開のガイドライン」を参照してください。

既存のノードの再インストール

このノードが過去にクラスタの一部になっていて、何かを修正するためにイメージ再作成された

場合は、Cisco TACに連絡して指示を受けてください。
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